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高齢 行 伴い 多死社会 到来 療 護連携や多職種協働 意義 叫 う

均 健康 間 短 い差異 い 高齢 展や生活習 病

増 認知機能 害 方 増 一途 い  

20 世紀 療 飛躍的 歩 遂 間 い い 恩恵 多 患者

健康 戻 いう 果 一 留

害 疾病 性 徐々 悪 いう 態 患者 増 う

人生後半 坂 時期 必要 End of Life Care いう 健常 人 疾病 生

時 異 End of Life 侵襲的 療行 実施 患者

担 適応 慎 検討 要 侵襲的 療行

生 維持 い状態 患者 時 生  

胃 う造設 わ 問 例示 い 国 胃 う管理 行 い 患者 数

40 万人 70 万人 言わ い 数 世界的 見 突出 数

適応 適 検討 い う い 議論 あ 摂食嚥 害 患者

自 意思 表明 い場 経 摂 困難 学的 実施 可能 家族

い い いう条件 満 い やや 以 深い検討

胃 う造設術 施行 結果 い  

近 胃 う問 注目 う 議論 行わ う

2012 6 日 老 学会 高齢者 意思決定 関 ン 人

工的水 栄養補給 入 中心 表 ン 人 尊厳 視

立場 高齢者 現場 わ い 意思決定 や い 価値

い 真摯 論考 深 あ ン 表 以降

人 胃 う 延 療 あ 実施 い いう う

持 う場 あ 明 胃 う 適応 あ 患者 造設 拒否 いう 態

現場 生 い  

2014 診療報酬改定 い 胃 う造設 わ 診療報酬 大幅 見直

骨子 胃 う造設術 関 診療報酬 適 施設 準 新設 胃 う造設時嚥

機能評価 算 経 摂 回復 算 新設 あ 漫然 胃 う 造設 防 術前

嚥 機能 評価 胃 う造設術 適否 断 や 造設後 摂食嚥

ョン実施 い 込 い  

想定 展開 生 い 新 施設 準 減算 恐 療機関

胃 う造設術 避 う 易 経鼻経管栄養管理や中心静脈栄養管理 入 い

う 例 少 生 い いう 胃 後 適応 症例 経鼻胃管 胃

う 優 い いう理 い わ 思惑 経鼻胃管 選

遺憾 言わ 得 い 中心静脈栄養管理 選択 場 後 管理 担当

療機関 算定 診療報酬 大幅 増 生 い要素

い  
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胃 う 例 食 課 胃 う管理 い

自明 あ え 摂食嚥 害 患者 誤嚥性肺炎 生 入院 場 い

考え い 場 師 指示 経 摂 禁 少 い 学的

見地 経 摂 険 あ 断 当然 学的 断 思わ

い え 嚥 造影検査や嚥 視鏡検査 結果 あ

う簡 い いう 留意 い 食形態 姿勢 ン 方

法 歯科 腔疾患 腔衛生状況等 要素 検査結果 大 異

う あ 前述 要素 え 摂食嚥 ョン 実施 栄養状

態や全身 筋肉減少症 改善 食欲 引 出 工 味や見 目 香 等

的 入 摂食嚥 機能 変 う  

胃 う造設後 食支援 組 い 人 唾液 一日 1

～1.5L 泌 いう 胃 う管理 中 肺炎 死亡 現 生 い

患者 常時 泌 い 少 い 唾液 臨床的 問 ほ 誤嚥

嚥 い あ う 流動物 経 摂 可能性

い 言え  

食 い 直結 源的 活動 あ 食 い 人

生観 あ 人 尊厳や意向 最大限尊 あ

End of Life 時期 あ 人 生 い 療面 評価や 入 十

あ 疾病管理 生活 方 視 入 必要 あ

療 護 連携 多職種協働 求 前段 述 食形態 姿勢 方法

歯科 腔疾患 腔衛生状況 栄養状態 ョン 多面的

食 尊厳 生 最後 瞬間 支え い  

以 う 背 業 食支援 焦 当 先 的 食支援 関 地域活

動 展開 い 全国 7 所 い ン 行 認知症や 策 要

以 食支援活動 地域 多職種協働 象 臨床領域 言え う

27 護報酬改定 関 審議報告 い 中 要 護者や認知症高齢者 応

更 強 腔 栄養管理 組 実 挙 施設等入所者 認知

機能や摂食嚥 機能 等 経 摂 困難 自 食 楽 得

う 多職種 支援 実 明 体的 施設等入所者 経

維持 算算定要件 多職種 食 観察 ン や ン ン 等

腔 栄養管理 組 変更 う 複数 療 護従 者 協調 入

患者 優 支援 提供 関 従 者自身 多職種協働

意義 体感 地域 包括的 実現 う 報告書

一 い あ  

 

26 厚生労働省老人保健 業推 費等補 金 老人保健健康増 等 業  

摂食嚥 害 高齢者 地域支援体制 組 析 関 調査研究 業 

検討委員会委員長    

療法人 団千葉健愛会 あ 診療所 理 長 院長 越
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第 章 事業の概要 

 

．事業の背景 目的 

 

 近 わ 国 急 高齢 行 摂食嚥 害 大 問

食 人間 態 あ 生 権利 象 あ 食 喜

生活 い 最 要視 あ 少 人々 疾病 害

得 齢 廃用 機能 起 や 摂食 困難 生 終焉 迎

え う 中 当 者 療者偏 論議 胃 う問 生 い

「01「 老 学会 人工的水 栄養補給法 い ン 表明

頃 現場 い 胃 う 経鼻栄養 IVH 滴 変わ い 状態 散見

う 胃 う 経鼻 IVH 滴等 栄養補給法 人工的水 栄養補給法 AHN※

略  

わ 国 い 摂食嚥 害 生 人 意思 確認 い場 い 誤嚥性

肺炎 生 経 摂 困難 あ 家族 意 得 等 要件 満 胃

う等 AHN 適用 い 多い 特 終 期 療 場 い 人 意 得

い意識状態 患者 延 手段 AHN 適応 あ

人 意思 映 い状況 人工栄養法 確 理解

い中 入 い 例 少 い  

人 意 い AHN 適応 人間 尊厳 軽

あ 適 嚥 機能評価 行 AHN 選択 否 必

要 え人工栄養法 可能 限 食形態や嚥 等 検

討 経 摂 戻 試 あ 人 自 人生 自 う

食 権利 最後 保証 あ 人 意 得

再 食 組 可能性追求 行え 支援 必要 あ  

 

 摂食嚥 害 回避  

 誤嚥性肺炎や転倒 骨折 摂食嚥 害 う疾病や 傷 避

日常生活現場 護予防 組 行わ あ 病院

い 絶食 廃用 原性 回避 う 組 様 あ  

摂食嚥 害 場 可能 限 食 う  

 疾病 療現場 あ 病院 い 生活現場 あ 宅や施設 い 様

あ  

科歯科 通 原疾患 療 腔 環境調

整 食形態 栄養 嚥 訓練 食 多職種 機的 組

可 あ う 観 立 地域 組 例 析 食支援

わ 論 利用者 観 行政 関わ 方 地域性 観 整理 地域

組 広 必要  
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業 い 地域 先 的 高齢者 摂食嚥 害改善 経 摂

例 地域 療 護資源 状況や行政 関わ 方 地域性

踏 え 各自 体 実情 応 組 例 多角的 析 摂食嚥 害 高齢者

食支援 方 検討 礎資料 作 目的  

 

※AHN：artificial hydration and nutrition 略 
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．研究体制 

 

 業 実施 あ 検討委員会 ワ ン 設置 検討 行

検討委員会委員 ワ ン 委員 以  

 

検討委員会委員                              十音  

委員長 越  療法人 団千葉健愛会 あ 診療所 理 長 院長 

委員 秋山 子 暮 保健室 室長 

 江頭 文江 地域栄養 PEACH 厚木 代表 

 白  淳子 東京都多摩立 保健所 歯科保健担当課長 

 戸原 玄 東京 科歯科大学大学院 歯学総 研究科 老 制御学

系 腔老 制御学講 高齢者歯科学  准教授 

 長谷  賢一 東 文 学園大学  言語聴覚学専攻 教授 

 山  朱見 療法人 団千葉健愛会 あ 診療所 歯科衛生士 

ワ ン

委員 

都 仁惠   え歯科  院長 

洪  英    大学大学院 学系研究科 津地域 療学講  教 

 

：厚生労働省老健局老人保健課 

 

局    巻 心 郎 株式会社 菱総 研究所人間 生活研究 部 主任研究員  

                          宮    株式会社 菱総 研究所人間 生活研究 部 研究員  

      大橋 麻奈  株式会社 菱総 研究所人間 生活研究 部 研究員  

 

 

委員会等 開催回数 以 通 あ 調査研究 遂行 当 検討委員会 回

実施  

 

＜検討委員会＞ 

回 日時 場所 容 

第 回 

26 7 24 日 木  

10：00～12：00 

菱総 研究所 CR-F 会議室 

業計 案 い  

訪問調査先 選定 い  

第 回 

26 12 3 日 水   

17：00～21：00 

菱総 研究所 CR-C 会議室 

各地域 組 い  

例 ン ン い  

第 回 

27 2 18 日 水   

19：00～21：00 

菱総 研究所 大会議室 A 

例 案 い  

報告書 案 い  
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．事業の概要 

 

．本事業の実施フロ  

 

 業 実施 以 あ  

 

表 1 業 実施   

 

 

事例調査の実施 

事業実施計画の立案、先進的取 組 実施地域の情報収集 

 

 

事例集 

め 

報告書 め 

検討委員会 

開催 

調査対象 

 摂食嚥下障害のあ 高齢者 対す 適

サポ トプロ ムを し、積極的 取 組

を行ってい 地域 ７地域  

� 医療機関、訪問 護ステ ション、高

齢者施設  

� 在宅療養 関与してい 医療職、 護

職、行政職員 

調査方法 

 ヒア ン 調査 

 

第 回 

成 「【 】  

第 回 

成 「】 「  

第 回 

成「【 1「  



 5

．ヒア ン 調査 

 

ア 実施対象 方法 

  摂食嚥 害 あ 高齢者 適 積極的 組 行

い 地域 訪問 護 ョン 高齢者施設 7 所 訪問調査 実施

象 宅療養 摂食嚥 組 等 関 い  師 護職員 専門職

護職員等  

 

表 2 ン 調査実施地域一覧 

地域 訪問日 

宮城 気  26  10  27 日 18：30～ 

東京都新宿  26  10  31 日 金 17：00～ 

山梨 山梨  26  10  6 日 15：00～ 

石 島 金沢  26  11  10 日 10：00～ 

京都府 滋賀  26  10  8 日 水 16：30～ 

和歌山 和歌山  26  9  30 日 火 14：30～ 

鹿児島 鹿児島  26  9  27 日 土 13：00～ 

 

イ ヒア ン 項目 

 ン 目 以  

 

表 3 ン 調査 目 

 目 

情報  組 実施圏域 

 組 参 施設 業所等 

 組 参 職種 

 行政 保健所 職能団体等 協力 連携状況 

組 開始 背 経緯  組 開始時期 

 組 開始  

 組 開始時 地域資源 状況 

 組 実施主体 動  

 現 地域資源 

組 容  支援 必要 者 把握 方法 型的  

 嚥 機能評価 方法 

 評価 評価歯科 主 主 歯科 NST 等

連携方法 

 訪問 等 実施状況 容 

 施設間 行政 保健所 職能団体等 連携状況
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 目 

容 

 各職種 役割 

組 ン

後 課  
 組 ン  

 活動 実 解決 課 等 

 

ウ ヒア ン 時期 

 26 9 ～ 26 11 訪問  

 

 

．事例集の作成 

 

ン 調査結果 踏 え 先 地域 状況 組 工 示 例

作  

 例 作 当 摂食嚥 害改善

職種 担う機能 整理  
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第 章 事業実施結果 

．摂食嚥下障害を す 高齢者の地域支援体制の取 組 状況 ヒア ン 調査  

 

 摂食嚥 害改善 先 的 組 い 地域 訪問調査 実施 結

果 以 示  

 

事例  気仙沼 南三陸 食べ 取 組 研究会 宮城 気仙沼市  

 

． 気仙沼地域事例：気仙沼 南三陸 食べ 取 組 研究会 

 

環境変 地域 変革  

気 地域 特 震災時 部支援 契機 組 大 地域

接 非常 多い 療専門職 限 多 関 職種 組

入院 宅 施設 一 腔 や嚥 訓練 行い 食 実践 い  

 

気 陸 食 組 研究会 活動 気 全域 い 気

摂食嚥 支援 組 2011 東日 大震災以前 行わ い 震災 契機

部支援 地域 強固 ワ 全域 広 活動 展  

 

 基本情報 

組 実施主

体  

気 陸 食 組 研究会 前身：気 腔

摂食嚥 ョン  

組 施設 業

所概要 

気 立 病院 齊藤稔哲院長  

金沢歯科 院 大 病院 気 立病院 山谷歯科 院等 

中心職種 師 歯科 師   

連携職種 護師 歯科衛生士 管理栄養士 護職員 理学療法士 言語聴覚

士 作業療法士 護職員 等 

地域  宮城 気  

 

気 東日 大震災以前 地域 歯科 院 金沢歯科 院 山谷歯科 院等

宅 腔 実践 い 東日 大震災後多 療 ン 活

動 展開 中 山梨牧丘病院院長 屋聡 師や東 厚木病院 山珠美 護師等 摂食嚥

関 組 地域 実践 い 専門職 多 含 い  

彼 摂食嚥 害者 組 体験 契機 摂食嚥 害改善

腔 嚥 訓練 実践 療専門職 増 後 屋 師 金沢歯科 院金澤

洋院長 中心 気 陸 食 組 研究会 以 食 組
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研究会 略 足 多職種 意見や情報 交換 場 い 2014

10 現 あ 病院 気 立病院 大 病院 気 立 病院 全 参

い 護老人福祉施設や 護老人保健施設 参 あ 例検

討会 各施設 実践的勉強会 開始 い  

 

 取 組 の背景 経緯 

気 摂食嚥 害 組 10 以 前 開始 護老人福祉施設

恵潮苑 金澤歯科 院 歯科衛生士 訪問 腔 通 経 摂 移行 業

実施 最初 例 あ 後 恵潮苑 や金沢歯科 院等 業

知 関 者 間 組 い 決 全  

2011 3 11 日 東日 大震災 生 態 一変 高齢者 比較的多い気

避難所 高齢者 中心 誤嚥性肺炎 等 腔 高

い 一方 療機関 被災 療関 者 自身 担当 患者 療

労 状況 あ  

う 酷 状況 中 気 東京都 中心 多 療支援 多 療

専門職 ン や派遣 気 活動 災後 2 間 経 うや 避難所

足 療支援 宅被災者 目 向 う 3 25 日 訪問

診療 支援 気 巡回療養支援隊 足 全国 科

歯科 支援者  

療支援 程 摂食嚥 害 組 多 関 者 気 活動 特

去 阪神大震災や中越地震 生時 避難所 誤嚥性肺炎 流行 実 知 歯科専門職 避

難所 中心 活動 果 あ う 中 気 巡回療養支援隊 特 活

動 山梨 牧丘病院院長 屋聡 師 中心 気 腔 摂食嚥

ョン 立 全国 摂食嚥 造詣 深い専門職

食 意識 腔 摂食嚥 支援活動 実践 活動 避難所 宅 気

病院 護施設 展開 震災当時 気 療人的資源 足

特 言語聴覚士 数 倒的 足 関 職種 連携 十 気

巡回療養支援隊 気 腔 摂食嚥 ョン 活動

後 腔 や摂食嚥 支援 専門職 実践 多職種連携 結果

果 2012 2 地域 療連携 展 更 2014 10

現 活動 い 食 組 研究会 展開 い  

現 的 気 各 療専門職 腔 摂食 嚥 支援 担当 い

屋 師や 山珠美 護師等一部 専門家 現 食 組 研究会 一体

互い 協力 体制 構築 い  

 

 取 組 内容 

(ア)金沢歯科医院 

金沢歯科 院 気 最 長 腔 実践 い 歯科 院 あ 金澤洋院長

所属 歯科衛生士 協力 訪問 腔 実施 い 2014 10 現 護老人保健
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施設 所 護老人福祉施設 所 腔 担当 以 宅患者 20~30 人程 診

療 い 護現場 最 知 考え

緊 連絡 う 実践 い 腔 必要 連絡 場

実施 歯科 師 録 体制 構築 仮 金澤院長 人 担当

適 腔 提供  

 

(イ) 食べ 取 組 研究会 

食 組 研究会 ン 勉強会 一回開催 い 代表 屋

聡 師 山梨牧丘病院院長 気 立 病院非常勤 師 あ 現 護老人保健施設

ン ン 杜 開催 参 者 師 歯科 師 護師 歯科衛生士 管理栄

養士 PT OT ST 護福祉士等 多岐 渡 参 い 強制力

持 参 可能 時 参 いう形式 い 一 参 者 所属

施設 例検討会 開催 複雑 例 全員 検討 参 者

段業 参 い施設関 者 勉強会 参 いう利 持  

食 組 研究会自体 専門職 斡旋 行うわ い 参 者 専門性 齢

地域 非常 幅広い 強力 ワ 形 場 い  

 

(ウ)気仙沼市立本 病院 

気 立 病院 以 病院 略 震災後 腔 摂食嚥 害

組 開始 東日 大震災後 施設 被災 常勤 師 職 等病院

機 直面 現 師 人体制 え 各地 応援 来 師 共 病院 運営

い 病院 特 歯科 師 2 回 腔 嚥 訓練 担当 い

挙 一瀬浩隆歯科 師 震災後 ン 気 活動 後 東

厚木病院 山珠美 護師 師 摂食嚥 応 習得 歯科 師 あ 一瀬歯科

師 指 護師 護補 員 病院一体 腔 組 い  

病院 い 護職員 経 摂 患者 歯磨 食 手伝う

護師 寝 や経 摂 い患者 腔 嚥 機能評価 嚥 訓練 担当 引

実施 一瀬歯科 師 来院 場 病棟 巡回 複雑 症例 適宜 応

いう体制 用 一瀬歯科 師 常 日常 担当 わ い 一瀬歯科

師 目標 腔 摂食嚥 専任担当者 作 病院 全員

掲 い 限 多様 多数 専門職 腔 嚥 訓

練 う ほ い いう考え う 体制 用 い 食 面 担

当 管理栄養士 非常 協力的 患者 食 中 病棟 巡回 食 状況 踏 え 献立

提案 い  

病院 場 入院後 非常 期 経 摂 実践 高齢者 肺炎 入院

場 師 療 行 嚥 機能評価や 管理 行い 期 経 摂 開

始 嚥 機能 予防 期 院 繋 い 更 関

緊 あ 入院時 患者 担当 連絡 院会議

席 院後 担当 一瀬歯科 師 講 開 腔 嚥
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訓練 実 指 等 院後 適 腔 嚥 訓練 提供 体制 構築

力 い 病院 訪問診療 実施 宅 摂食嚥 関 課 一瀬歯科

師 担当 連携 等 起 い う 心 い 仮 家族 場

様 あ  

 

 後の展望等 

食 組 研究会 会 理 東日 大震災 経験 職員間 一目的

共 情報 信 考え い  

東日 大震災 経験 い 多 参 者 震災 契機 言葉 良い

わ い 被災 理 部 刺激や 生 意

味 問い直 理 元来 気 地縁 ワ や 民 結束 非

常 強い地域 あ 新 い 組 入 排 的 傾向 生 出 い

被災 部地域 療支援 部 刺激 入 得 い状況

自 目 前 展開 最先端 腔 嚥 訓練 効果 見 入 積極的

態 示 施設 増え いう 腔 嚥 訓練 積極的 空気 生 強固

ワ 空気 大 役割 担 いう  

職員間 一目的 共 い 体験 共 大 い いう 護老人福

祉施設恵潮苑 あ 最初 業 象者 回復 施設 共 腔 効

果 意義 理解 職員 共 い 施設 あ 地域 活躍 専門家

最先端 手 眼前 実践 状態 改善 姿 見 何 や

理解 自 方法 自信 持 いう意見 多  

情報 信 い 勉強会 良い機会 い 会 地域 屋 師 参

い あ 地域 組 知 機会 多い え 意見交換や 例検討 通

参 者間や参 検討者 情報 信 行う ョン 再確認や地域全体

い いう  

気 大震災前 比較 開催等 組 裾 大 実施

い 特筆 気 立病院 い NST 立 や ST 病棟

入院患者 担当 歯科衛生士 用 や病院 地域連携室 機能 強

多職種連携機能 強 等 療資源 あ  

将来 展望 例検討会 大 連携強 30 後 見据え 活

動 挙  

一 目 例検討会 大 い ン性 保証 多 施設 実施

考え い 食 組 研究会 熟 伴い 部専門家 招聘 検討 深

可能 い 大 い  

目 連携強 会 抱え 課 あ 最初

高齢者 調 把握 機会 多い 師や歯科 師 連携 い 変調 直

相談 症 前 専門職 入 いう 用 可能

療専門職 相談 報告 非常 心理的 壁 高い

見時 入 開始 回復 いう 例 散見
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省 踏 え 研究会 研究会 参 数 増や い 考

え い 多 参 人脈作 ワ 形 摂食嚥

理解 深 等 効果 考え 更 勉強会 通 療専門職

ョン 段 緊 ョン 可能 目標

い  

最後 30 後 見据え 活動 気 含 多 地方都 共通 課

あ 日 創 会議 報告 推計 多 地方都 消滅可能性 あ 気

機 強 感 い 高齢 護 担い手 大幅 増 わ い

将来 い 組 一人一人 活動 時

参 者 増 要 いう 方針 後 活動 展開 予定 あ  
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当地域 け 食支援ネットワ の形成過程  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

気仙沼 南三陸 食べ 取 組 研究会 

歯科医師 

地域の歯科口腔 ア情報の共  

地域の医療従事者 

活動初期 きっ け  

ネットワ 形成期  

気仙沼 南三陸 食べ 取 組 研究会  

気仙沼巡回療養支援隊 

歯科医師 

作業療法士 

理学療法士 

護師 

言語聴覚士 
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多様な職種 

ケア ネ ャ  
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大友病院 気仙沼市立

本吉病院 

管理栄養士 

作業療法士 

理学療法士 

看護師 

ケア ネ ャ  

医師 

歯科衛生士 歯科医師 

介護職員 

言語聴覚士 

気仙沼口腔ケア 摂食嚥下 コ ュニケ ョンサ ト 

地域資源 

山谷歯科 

医院 
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期 
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期 
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沼

・
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事例 ．新宿食支援研究会 東京都新宿  

 

． 新宿事例：新宿食支援研究会 

 

自 職域 何 問い  

新宿 地域 特 以前 訪問診療等 宅 療先 地域 あ 歴史 背

多 専門職 参 研究会 新宿食支援研究会 あ 研究会 あ

参 者 多 研究会 得 気 元 自 職域 食 支援 実施 い  

 

新宿食支援研究会 目的 食 考え あ 活動理念 専門職 一人一人

活動 食支援 意識 活動 実践 あ  

 

 基本情報 

組 実施主

体  

新宿食支援研究会 

組 施設 業

所概要 

代表世 人 島朋 歯科 師 あい歯科 う  

参 職種 歯科 師 歯科衛生士 管理栄養士 師 護師 薬剤師 鍼灸

師 理学療法士 地域包括

相談員 福祉用 専門相談員 施設 護職員 配食 福祉用

療ソ ワ  

地域  東京都新宿  

 

新宿 周 大学病院等 大 病院 多い 民 均 日数 短い傾向 あ

宅 療養 地域全体 要 意味 持 訪問歯科診療以 訪問 護

ョンや 宅 摂食嚥 機能評価実施等多 先 的 宅 療 組 実施  

う 地域特性 新宿 い 新宿食支援研究会 以 新食研 略

局 東京都新宿 歯科 院 あい歯科 う 設置 い あい歯科

う代表 あ 島朋 氏 起人 2009 活動 開始 2014 10 現 参

職種 人数 18 職種 55 特 摂食嚥 ョ 少 い

挙 歯科専門職 5 留 新食研 活動 一 一回土曜日 勉強会

開催 い 新食研 部組織 歯科衛生士 管理栄養士 構

理学療法士 福祉用 専門相談員 構 ン 連携 作

ワ ン あ 連携創造 社会調査 担当

個 活動 展開 い 行政機関 連携 い 新食研

参 者 審議会委員 任 等 実績 新食研 活動 い

的 連携 無い状況 あ  
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 取 組みの背景 経緯 

新食研 活動地域 展開 東京都新宿 東京都 特 一 あ 高齢者

6 万人 超え 巨大 地域 あ 摂食嚥 害 宅 症率 16％ あ 考慮

活動 象者 推定 1 万人 超え 摂食嚥 害 症ほ 潜 的 食

支援 必要 高齢者 更 多い可能性 高い 島代表 指摘 経済産業省 委

新食研 実施 調査 護保険制 い 要支援以 認定 高齢者 約

4 割 栄養状態 あ 宅者 方 栄養 傾向 強い 明

踏 え 島代表 各地 活躍 各専門職 新食研 食支援

気 得 担当地 戻 いう 意識 い 歯科専門職 入 大

全 高齢者関 職種 食 意識 活動 展開 結果 食支援 大 目

標 活動  

 

 取 組み内容 

新食研 会全体 通 掲 目的 見 結果 出 あ 活動

目標 護職 食 意識 向 食支援職種 ワ 知識 術

向 食支援 地域 実践 掲 い  

 

ワ ン  新食研 目標 新食研 目的 

研 会 
護職 食 意識向  見  

SSK-O 食形態 表 開  

新宿食支援勉強会 
食支援職種 ワ

知識 術 向  
 連携創造  

社会学的調査班  

地域食支援  

 

食支援 地域 実践 結果 出  

一 逆転 ン  

ン  

訪問 護 ョン 

結わい  

食支援用 開

ン  

活性  

食 ☆  

新宿食支援研究会 http://www15.atpages.jp/shinshokuken/workinggroup.htm

局作  

 

新食研 活動 全 ワ ン 以 WG 略 行わ  
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勉強会 一回土曜日 開催 島代表 会 足当初 会 認知 食支援参

作 目的 新宿 以 活動 専門職 門戸 開い 勉強会 開催 い

会 展 共 勉強会参 者 調 増 2014 10 現 新宿 活動者限定 応

募 殺到 状況 い 講師 会 当初 地域 食支援関 者等著 人

講義 中心 い 2014 10 現 新食研関 者 講師 担当 い 一時間半

講義後 懇親会 開催 多職種間 情報交換や ワ 作 場 提供 い 勉

強会 通 多職種 知 う 自身 担当 高齢者 新食研参 者 師 紹

自身 療 高齢者 腔 新食研参 者 依頼 等 連携 生 い  

新食研 大 特 複数 WG 組 実施 挙 WG

通 職域 超え 連携 多い 歯科衛生士 管理栄養士

あ 2010 結 現 理学療法士 入 摂食 嚥

組 う 歯科専門職 宅訪問 腔 管理栄養士 食 栄養指 実施

い 新食研 置 摂食 嚥 専門職 構 あ 専門

的 入 担当 高齢者 問い わ 相談 開始 新食

研参 師等 提携 療機関 契約 師 歯科 師 指示 利用者 あ 高齢者宅 訪

問 腔 や栄養評価 実践 い  

連携創造 多職種連携 連携 作 契機 結 当初

食支援 携わ 多様 職種間 情報 一元 可能 連携 作 WG

各職種 目標指向型 あ 患者 含 誰 見 良い 着目

作 更 職種連携 何 いう課 向 う中 連携

あ 情報 着目 体的 薬剤師 保 い 患者 剤型情報 あ 高齢者 調剤

飲 等 師 薬局 薬剤師 え 多 薬剤師 患者 要望 わ

場 剤型 変更 飲 や い方法 伝授 情報 や

薬手帳 掲載 高齢者 嚥 害情報 活用 い状況 い い

情報 着目 現 薬剤師 多専門職 連携創造 向 活動 創造 い  

ン 理学療法士 福祉用 専門相談員 器 姿勢

食支援 展開 い 車椅子等 福祉用 選定 日常 姿勢 食 時 態勢 職種連携

検討 特 訓練等 実施 摂食機能 向 い  

社会調査 実施 い あ 2014 10 現 新宿

食支援 ョン 実態調査 新規設置 目的 調査 展開 い 将来的 複

数 食支援 ョン 実施 実現 予定 あ 更 訪問 護 ョン 結わい

2014 6 設立 所長 護師 理学療法士 派遣 食支援 実践

い  

現 組 共通 水 把握 挙 摂食 嚥 害 特

高齢者 人 害 気 誤嚥性肺炎 症 害 明 いう

例 少 い 島代表 地域 ワ 活用 誤嚥性肺炎 前 食や

栄養 問 あ 人 見 力 強 主眼 置い い 新食研 独自 食形態 表

作 一般 開 い SSK-O 表 護職 始 非 療職

簡易 食形態 表 あ 新食研 目標 水 把握 裾 大
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支え い 一方 新食研参 者 特 職業要件等 設定 い い あ

個々人 活動 一視 食支援 あ 自身 職種 実績 あ 者 参

い会 構造 い  

 

 後の展望等 

新食研 展 裏 高 護 業所 等新宿 独自 要因

新食研 足以前 組 あ 等専門職 ワ 形

機能 い 島代表自身 10 以 訪問歯科診療 実施 程 知

ン 新食研 ン い 島代表自身 足当時

持 い 断言 い  

地域 共通 要因 地域 理解 い 信力 挙 い 地域

理解 い 新宿 場 非常 高齢者 多 歯科専門職 入 大 標榜

実現 非常 困難 あ 各専門職 自身 職域 い 食支援 実施 いう

観 組 実施 多 場 摂食 嚥 支援 い 支援参

者 力 支援 象 範 大 注力 あ 活動地域 背 情 適

手法 用 要因 述 い 信力 い 新食研

い 会 足期 多 好影響 あ 析 い 信

組 認知 大 要因 あ  

最後 後 展望 新食研参 職種 大 挙 い 地域 食 最前線 携わ

売店 店員等 参 日々 生活行動 中 食や栄養 問 あ 人 見

専門職 繋 いう 強 方針 あ  
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当地域に け 食支援ネットワ の形成過程  

 
 

 

 

  

歯科 師 

各自 在宅の取 組みを

実施 ふ あい歯科ごとう 

活動初期 っ け  

ネットワ 形成期  

新宿食支援研究会  

在宅 療に力をい てい 地域資源 

護職の連携 

歯科 師 

管理栄養士 

歯科衛生士 

新宿食支援研究会 

 

 

 

 

 

新宿食支援研究会 

管理栄養士 

療ソ ャル

ワ カ  

鍼灸 マッサ 師 

看護師 

歯科 師 
配食サ ビ  

ホ ルパ  

理学療法士 

アマネ ャ  

師 

歯科衛生士 

施設 護職員 

薬剤師 

地域包括相談員 

福祉用具専門相談員 

師 

  
    

ワ キン ル  

施設職員 

アマネ 

福祉用具 カ

 

活
動
初
期 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
期 
新
宿
食
支
援
研
究
会 
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事例 ．山梨お口とコ ュニケ ションを考え 会 山梨  

 

． 山梨市におけ 摂食嚥下支援事例 山梨お口とコ ュニケ ションを考え 会  

 

面  

あ 師 気 行動力 多職種連携 多機関連携 実現 地域 摂食嚥 支援

目 い提供 可能 例 病院専門職 開業 歯科 師 歯科衛生士 多様 立場

幅広い職種 関 い  

 

多職種 多機関 病院 歯科診療所 ン 歯科衛生士 歯科 師会等 連携 摂

食嚥 支援 展開 例  

歯科 師会 連携 手 科歯科連携 あ 専門的 腔

用い 地域全体 多職種協働 組 や 院後 宅支援 支え ン 歯科衛

生士 活用 専門職 働 方 活用方法 柔軟 特 あ 例 あ  

 

 基本情報 

組 実施主

体  

山梨 ョン 考え 会 山梨 峡東 療圏東山梨地

立病院 開業 開業歯科 歯科衛生士 職能団体  

組 施設

業所概要 

山梨 立牧丘病院 塩山 民病院  

中心職種  師 歯科 師 歯科衛生士 言語聴覚士 理学療法士 作業療法士

護師 管理栄養士等 

地域 山梨 峡東 療圏東山梨地  

 

山梨 ョン 考え 会 現山梨 立牧丘病院長 屋聡 師 山梨

摂食嚥 支援 多職種 多施設連携 い 組 称 冠 あ 屋 師

山梨 摂食嚥 支援 関 組 訪問歯科衛生士 牛山京子氏 訓練

入 格 2002 頃 現 状況 近い体制 構築  

山梨 ョン 考え 会 実質的 活動 支え 実践 関連

師 護師 歯科 師 薬剤師 管理栄養士 歯科衛生士 言語聴覚士 理学療法士 作業療

法士 専門職 研究会 あ 廃 職種 超え 自 意見交

換 行う場 展  

山梨 含 療圏人 約 7 万人 400 床 病院 1 病院 200 床 2 病

院 50 床 1 病院 30 床 1 病院 あ  

体的 摂食嚥 支援 活動 中 立牧丘病院 30 床 塩山 民病院 200 床

ほ 訪問歯科診療や 腔 担う開業歯科 院 耳鼻咽喉科 院 独立歯科衛生士等 連

携体制 組 い  
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 取 組みの背景 経緯 

現 山梨 ョン 考え 会 山梨 摂食嚥 支援活動

中心的 行 い 屋聡 師 現 立牧丘病院長 塩山 当時 塩山診療所 師

訪問診療 従 い 主 い 患者 手術後 絶食 経 摂 困難

胃 う 造設 至 契機 摂食嚥 支援 必要性 検討 嚥 機能評価 厳

い結果 あ 宅歯科衛生士 高 牛山京子氏 訓練 依頼 食物 経 摂

再 可能 ほ 社会 ョン意欲 向 見  

経験 契機 屋 師 摂食嚥 支援 用性や効果 実感 従来 関 構築

い 地域 歯科 師 耳鼻咽喉科 師 言語聴覚士 連携体制 構築 い  

屋 師 腔 摂食嚥 支援 必要性 深 認識 山梨 塩山診療所勤 時

代 あ 後 立牧丘病院 屋 師 異動 伴 異動先 あ 立牧丘病院

組 期 ョン 必要性 感 い 塩山 民病

院 組 移植 いう形 活動 大  

塩山 民病院 脳神経 科 い 回復期 性期 応 一環 摂食嚥

必要性 認識 い 当初 十 知見 胃 う 応 行わ

多 期 ョン 実 志向 脳神経 科渡邉 明部長 屋

師 関 摂食嚥 支援 地域 歯科 院 連携 実現 い 組 開始

地域包括 実現 求 中 塩山 民病院 地域 役割期待

組 推 力  

 

 取 組み内容 

(ア)塩山市民病院 

歯科 併設 い い病院 開業歯科 院 腔 提供 形態 入院患者

腔 摂食嚥 支援 実施 い  

塩山 民病院 22 山梨 歯科 師会東山梨地 山梨 歯科衛生士会 協働

東山梨地 専門的 腔 東山 Oral Care System：東山 OCS 構築 摂食

嚥 支援 腔 組 体制 確立 院 腔 担当 院 Oral Care Team：

院 OCT 設置 院 OCT 言語聴覚士 中心 脳神経 科部長

調整等 担 体制 活動 院 NST OCT NST 複 ン 多

腔 摂食嚥 支援 食支援 滑 連携 可能 体制 い  

 地域 多職種 多施設 科歯科 連携 実現 東山 OCS う 流 稼動

い  

 入院患者 う 腔機能評価 腔 摂食嚥 支援 必要性 認 方 い

場 院 OCT 依頼書 作 院 OCT 回診 腔機能評価 第 段

実施 結果 OCS 支援 断 場 ン ン

ン 実施 歯科 往診 歯科 往診 必要 応 嚥 造影検査

VF 実施 往診 あ 歯科 師 現 10 OCS 歯科 役 担う中 歯

科 院 中 院長 依頼 約 10 歯科 師 担当 担 連絡  
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歯科 師 往診 支援方針 定 歯科衛生士 ン 含

腔 言語聴覚士 摂食嚥 ョン等 実施 経験 蓄積

現 護師 腔 向 い  

 一定期間 支援 実施 再 OCT 回診 実施 支援 効 い

ン 状況 応 再 歯科 師往診 支援 終了 断  

 歯科 連携 開始 院 護師 腔 意識 理解 大 向 一方 師

摂食嚥 恐 抱い い 者 い 腔 摂食嚥 支援 行う

患者 人 家族 良好 ョン 信頼関 構築 前提 う 関

性 構築 や い職種や人 意識 高 傾向 あ 歯科 師会 腔 関 意

識改善 う 工 歯科 師往診時や 腔 実施時 師 護師 積極的

立 会う う 一層 展 考え  

東山 O（S によ 支援の流  

 

 

入院 

口腔機能評価 1  

O（T 依頼書署名 

O（T 回診 

口腔機能評価  

インフォ  

コンセン  

歯科医師往診 

歯科衛生士：口腔ケア 

言語聴覚士：摂食 嚥下リハビリ 

護師：日常口腔ケア 

O（T 回診 

終了 

中
止

不
要
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科歯科連携 院 職種間連携 職 意見 入 師

前向 病院 部 いう条件 機能 い  

患者 院 地域 戻 ン 歯科衛生士や訪問 等

行う 塩山 民病院 言語聴覚士 一 OCT 来院 ン 歯科衛生士や域 開

業 い 言語聴覚士 澤哲哉氏 良好 関 あ 宅復 後 情報 約 指示系統 統

括 地域 岡 院 約 い 関 者間情報共 用い

等 工 行 い  

 

( )市立牧丘病院 

立牧丘病院 前述 塩山 民病院 ほ 山梨厚生病院 勝 病院 共 峡東地域 山梨

笛 一部 療 担う 牧丘病院 全 職種 宅訪問 行 い 腔

摂食嚥 支援 関 体制 師 護師 管理栄養士 理学療法士 作業療法士等 構

言語聴覚士 病院 配置 い い 塩山 民病院所属 言語聴覚士

一 牧丘病院 訪問 嚥 機能評価 実施 い  

立牧丘病院 腔 摂食嚥 支援 多職種連携 う 行わ い  

 

院 腔 摂食嚥 支援 流  

入院患者 嚥 機能評価 水曜日 塩山 民病院 言語聴覚士 来院 実施

院 作業療法士や理学療法士 嚥 機能評価 可能 水準 あ 言語聴覚士 評価

ン ン 摂食嚥 支援 行う 方針 出 作業療法士 理学療法士 管理

栄養士 支援 言語聴覚士 指示 沿 訓練 実施 訓練 食

食 い いう い  

摂食嚥 通常 食 異 支援者 患者 担当制 あ 1 人 専門職

一 患者 関 いう利 あ 特 食形態 面 ン 的 容

日常的 状態像 理解 い 訓練 利 大 栄養課や 護部

出来  

摂食嚥 支援 関 師 経 摂 開始指示 訓練 火 役割 担う 全患者

象 ン ン 実施や 断 任主体 役割 主 日常 訓練

あ 関 い  

管理栄養士 食形態 患者 状態像 食 関 戦略 検討 師 提案 行う 調理

委 い 回 利 い場 あ 30 床 規模 病院 あ あ 程

応 い 調理員 日常的 患者 状態像 伝え う

い  

護師 朝食 食 後 腔 行う う い 食 方 午後 決 時

間 実施 特 指示 い患者 腔 一日 回 標準 い 護師

腔 目的 いう意味 難 い 衛生管理 一環 腔 いう側面

積極的 実施 い  

専門的 腔 担う 歯科衛生士 断 師 護師 多い

入院時 義歯 無 乾燥状態 腔関 目 あ 目
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総 断 行 い 専門的 腔 活用 方 患者 益 あ 師

間 共 い 入院患者 原則 専門的 腔 入 方向 あ

各職種 日常 会 中 腔 関 情報 入 日常的 意識 い

入 ン 遅 あ 漏 い  

 

開業歯科 師 歯科衛生士 連携  

立牧丘病院 入院患者 摂食嚥 支援 行 い 開業歯科 患者自身 主 歯科 師

定常的 歯科 院 連携 い 前島歯科 院 岡歯科 院 中 歯科 牧丘

病院 い 活躍 新患 引 当番 決 応 い

塩山 民病院 OCS 科歯科連携 立牧丘病院 い 病院主体 科歯科連

携 行 い 塩山 民病院 OCS 活動 地域 定着 あ 支援 積極的 歯科 師 増

傾向 あ 牧丘病院 歯科 依頼実績 8 間 860 件  

嚥 機能評価 VE,VF 用い VF 良い 像 得 条件設定 手間

VE 方 適当 考え 多い VE 食形態 関 得

いう利 あ  

現 牧丘病院 訪問 い 約 250 あ う 30 程 い 専門

的 腔 入 い 各歯科 院 歯科衛生士 籍 い 訪問 従

少数 あ 訪問 専門的 腔 主力 ン 歯科衛生士

5 人 ン あ 専門的 腔 病院 歯科衛生士 護師

行わ 歯科衛生士 管理栄養士 関 強 院 職 相談 管理栄

養士 約 歯科衛生士 ョン い 情報 運用 い 管理

栄養士 ン 歯科衛生士 組 訪問指 等 実施 い  

支援 象者 数 比 歯科衛生士 数 足 い 労気味 荷

散 方法 試 い 全員 回転状態 あ 病院主体 ン 歯科衛生士 活

用 行 い 歯科衛生士 業 効率 観 あ 宅訪問 移動時間 必要 あ

等 業 見 効率 悪い 病院 約 形 算 乗

や い 考え 訪問歯科衛生士 組 摂食嚥 支援 側面

歯科衛生士 働 方 面 新 可能性 組 考え  

現 師 提案以前 家族 摂食嚥 支援 要望 あ 経 摂 い

いう気持 牧丘病院 訪 家族 あ 最近 飯 食 い いう 候 家族 把握

要望 あ 声 拾 い 要 あ 考え 摂食嚥 支

援 非常 要 経 摂 以 認 い いう考え方 い 患者 栄養状態等

案 入院 訪問診療 経 摂 挑戦 場 経管栄養 胃 う

選択肢 排 い  

 

４  今後の展望等 

( )塩山市民病院 

院 志 理解者 大 課 い 言語聴覚士中心 腔 摂食嚥 支援

行 い 支援 自身 考え い職種 あ 専門 超え 関 姿勢
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職種問わ 持 必要 考え い い 腔 摂食嚥 支援 携わ

数 限 あ ン ワ 足状態 多い 護師 う 人数規模

礎 あ 職種 積極的 関 う 師 断 環境整備

組 い 目標 い  

う 多職種連携 各職種 自身 専門性 確立 い

要 あ いわゆ 乗 多職種連携 各自 必要 持

当 必要 多職種連携 向 組 い  

 

( )市立牧丘病院 

支援困難 例や 明 例 い 宅連携 設置 ン

ン 応 体制 整え 組 必要 ソ 見 給

行 機能 地域 担 う 家族 地域 保健師 相談 特

経済社会的 困難状況 い 相談機能 持 提供側 金 い いう

態や 金 い 必要 い い 態 減少 可能性 あ

 

ソ ワ 相談 入 必要 応 状況調査 行 支援 行う流 あ

例え 院 決 い 宅 決 い い い 相談 病院

院 う い い 高齢者 嫌 い 困難

例 見 得 いう 家族 う い 病院 聞 い い いう

あ う 困 駆 込 寺機能 揮 い う い  

地域 管理栄養士 認知 向 課 あ 側

摂食嚥 支援 い あ 考え 管理栄養士 支援 依頼 適

当 う 断出来 い状況 あ 思わ 管理栄養士 多 象 役立

知 い い 原因 あ 期待 応え 管理栄養士 多 い 管理栄養

士 専門性 い 認知 向 地域 役割 果 う活動 い  

ン 歯科衛生士 差 訪問 行え 歯科衛生士 術水

準 高い あ 経験 いう考え方 積極的 活動 い ン

ワ 足 い 後 育 喫緊 課 い  

後 指 者 歯科衛生士 後 引 う 課 容

子育 世代 家計 支え 等 職業 自立性 問 あ

滑 機能 う 手 見 い 状況 あ 後 歯科衛生士 独 動

う 思わ 一方 就労 各種保 実等 用関 整理

い 必要 認識 い  
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当地域に ける食支援ネッ ワークの形成過程  

 

 

塩山市民病院ＯＣＳ 

病院医師 

フ ー歯科衛生士 

チー  

地域の歯科医師 
自身の患者の嚥下機能に関する相談 

結果をフ ー バック 

開業歯科医師 

病院医師 

専門的支援に関する協力依頼 

協力関係 

地域のコー ネー  

歯科医師 

勤務歯科衛生士 

開業歯科医師 

医師 

コー ネーター歯科医師 

開業歯科医師 

開業歯科医師 

 

フ ー ンス 

歯科衛生士 

開業医 

管理栄養士 

作業療法士 

理学療法士 

看護師 

言語聴覚士 

医師会 歯科医師会 

地域資源 

市立牧丘病院 

活動初期 きっ け  

ネッ ワーク形成期  

口とコ ュニケーションを考える会  

フ ー歯科衛生士 

活
動
初
期 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
期 

お
口
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
る
会 
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事例 能登 NST 研究会/金沢在宅 NST 経口摂取相談会 石川県  

 

 石川県事例：能登 NST 研究会 金沢在宅 NST 経口摂取相談会を中心に  

 

NST 始 腔  

石 組 特 NST 組 経 摂 組 や 腔

展 い 挙 伸 特 金沢 能 圏域

組 確立 い 特 いえ 能 食形態 作 関 職種間

共通言語 構築  

 

石 摂食 嚥 組 能 地域 組 金沢地域

組 大 能 地域 組 脳卒中連携 中心 能 食形態 等能

全域 用 共通 使 各自 組 展 い 金沢地域 い

金沢 宅 NST 経 摂 相談会 症例 多職種 訪問診療 診断 後 入方針 検討

いう学 実践 場 提供 い  

 

 能登地域 

1) 公立能登総合病院 能登 NST 研究会 食力の会  

( )基本情報 

組 実施主

体  

能 NST 研究会参 者 

食力 会参 者 

組 施設

業所概要 

顧問大 健 師 総 中央病院 滋彦 師 院  

局 立能 総 病院 代表世 人橋 明院長  

食力 会代表長谷剛志 立能 総 病院  

中心職種  師 歯科 師  

連携職種 護師 管理栄養士 護職員等 

地域 石 能 地域 

 

能 NST 研究会 2005 活動 開始 2014 現 局 立能 総 病院

い 当病院 勤 長谷 師 中心 展開 い 食力 会 中心

能 食形態 作  

 

( )取 組みの背景 経緯 

食力 会 い 長谷 師 疑問 始 当時 脳卒中 前提 摂食嚥

組 主流 展開 中 急性期 急落 腔機能 回復期 昇 維持期

維持 いう 腔機能 推移 前提 明 い 長谷 師 疑問 高

齢者特 症状 持 場 後機能 う 変 いう あ 認知症
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患者 あ 純 疾患 機能 衰 認知症特 問 生

い 食 形態 隠 問 既 あ い 問 意識 抱い い

実 護職 ン 現場 課 食 形態 食 方法 多 挙

問 意識 踏 え 栄養士会 食形態調査 提案 地域 広範 あ 全

体 組 実施 可能 あ 能 地域 限定 食力 会 中心

作業 行  

 

(ウ)取 組み内容 

能 NST 研究会 NST 注目 始 時期 活動 い 学会認定研究会

一回 学術講演会 開催 い 地域 療 等 勉強会 能 NST 宿 実施

現 い 当初 NST 理解 主眼 い 難解 専門

書 理解 視 い 一時期 全国 100 人以 参 ほ 大所 あ 療専

門職 護職員や病院 職等多様 職種 参 特 あ 現 地域

い 情報 わ や 伝え い 活動 焦 絞 地域 支え 多様 職

種 的 情報 簡潔 伝え 目的 掲 い  

能 食形態 特 類 い 日 摂食 嚥 ョン学会

表 日 摂食 嚥 ョン学会嚥 調整食 類 2013 準 作 い

あ 作 目的 療 福祉関 者間 各施設 食形態 共

通認識 挙 新 準 統一 想定 い い 写真

見え 各施設 置 明確 情報伝 混乱 避 狙い

あ 4 い 各施設 形態 あ 多様 あ 整理 意

含 準 独自 設定 6 段 類 準 咀嚼能力 観 窒息 険性 観

やわ 大 用 い 様 療 福祉関 者全員

わ や い 心掛 表 漢 一 行  

食力 会 い 長谷 師 中心 18 構 い 23 一回開

催 い 強制力 伴う い 活動 完全 ン 行わ い

作 談会 開催や勉強会 含 食 関 全 扱う会

い 会 長所 比較的交流 少 い栄養士 護専門職 会 通 知 う

施設訪問 う 実践的 勉強 場 提供 等 人 人 ワ 形

い  

 

(エ)今後の展望等 

能 NST 研究会 後 目標 能 半島全病院 会 参 い 裾 広

垣 志 高 理想 能 地域全体 栄養 向 目標 い 一

方 胃 う い 再 面 問い直 後 課 捉え 胃 う 長所

い 再 検討 考え い  

食力 会 い 後 展望 会 大 ほ 視 い い

作 い 広 意見募 や ン 行い 良い い 検討

い  
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2) 社会医療法人財団董仙会恵寿総合病院 能登脳卒中地域連携協議会  

( )基本情報 

組 実施

主体  

能 脳卒中地域連携協議会 会員 

食力 会参 者 

組 施設

業所概要 

会長 東 壮 郎 恵 総 病院副院長  

蔵要司 恵 総 病院管理栄養士   

中心職種 師 

連携職種 歯科 師 護師 保健師 歯科衛生士 管理栄養士 言語聴覚士 理学療法

士 作業療法士 社会福祉士 検査 師 薬剤師 

地域 石 能 地域 

 

能 脳卒中地域連携協議会 20 6 設立 能 中部保健 療圏 能 部保

健 療圏 脳卒中 療 福祉 保健 関 施設 従 者 参 相互連携 強

脳卒中地域連携 運用 活用 通 能

地域 脳卒中 療等 向 目的 い  

 

( )取 組みの背景 経緯 

2007 金沢大学 能 中部保健所 恵 総 病院 要請 あ 応

形 脳卒中地域連携 検討 始 2008 7 運用 開始

先立 形 能 脳卒中地域連携協議会 以 協議会 略 設立 能

中部健康福祉 ン 2007 2010 協議会 局 参 い 規約

改定 経 2011 以降 恵 総 病院 局 担当 い 元来 能 地域性

人 少子高齢 展 い 療従 者 少 い え 交通 便 悪

い 各地域 病院 設置 必要性 高 病院完結型 構築 い

急性期病院 中心 地域 連携 既 確立 い 一方 能 地域全体

瞰 超え 連携 ほ い い状況 あ う 状況 連携

通 交流 開始  

 

(ウ)取 組み内容 

組 大 連携 運用 能 食形態 行

脳卒中予防 あ  

一 目 連携 運用 い 協議会 連携 利用 ン 作 地

域 ワ 患者情報伝 確立 最終的 患者 向 目標

い 運用 急性期病院 回復期病院 生活期 各段 移行

時 管理病院 恵 総 病院 提供 管理病院

一 療提供 可能 い 中 栄養管理情報用紙 入院時 急性

期終了時 回復期終了時 生活期 1～3 護師 管理栄養士 検査 師 歯科

師 薬剤師 ョン専門職等 入 欄 設 い 細 専門的 観
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入 通 腔機能 維持 栄養状態 把握 目的 い

様式 統一 転院等 混乱 予防 役割 果 用紙 概要 様式

脳卒中連携 科会 栄養情報ワ ン 各施設 ン

改訂 現 至 い 連携 利用施設 時 蓄積

能 地域 脳卒中 状況等 析 可能 い 長

期的 視 析 可能 共 ン い 地域全体 予防策 検討

可能 協議会 録団体 2014 4 1 日時 116  

目 能 食形態 行 い 食力 会 連携 2013 食力

会代表 能 総 病院歯科 腔 科長谷 師 共 業 入 あ 食力 会会員

大半 協議会会員 あ や協議会 足当初 食形態 策定 議論 い

あ 連携 協議会 能 食形態 政支援 配 周知 参

勧誘 広報 掲載 運用後調査等 担当 い 既 ン 調査 実施

結果 踏 え 改良 望  

目 脳卒中予防 い 協議会 作 宅復 患者 配 い 容

脳卒中 礎 理解 共 家庭 食生活 注意 等生活期 再 防

主眼 置い 構 い  

 

(エ)今後の展望等 

協議会 後 展望 積 う 部 表

活用 い いう課 あ 現 圏域 90％ 施設 録 得 非常 信頼性 高

い い 2008 2011 4 い

析結果 HP 掲載 全国 信 い 利活用

い 展途 部 大 い 後 析 強 論文 書籍等 積極的

情報 信 い 求  

食形態 い 活用方法 検討 段 入 い 現

掲載 い 周知 主 能 地域 留 い 石 全域 い 全国的

展開 可能 あ 後 掲載以 象地域 情報

信 視 入 必要 あ 当初 転院時 移動先 施設 食 検討 想定

い 現 院時 家族 明や 手専門職 教 活用 等 活用方

法 展 あ 局 新 活用方法 提案 検討 必要 あ う  

 

3) 市立輪島病院 

( )基本情報 

立 島病院 島 唯一 急性期病院 あ 入院患者 大半 70～80 代 高齢者

あ 師 足や 護師 足 い 一般的 地域 療 抱え 課 持 病院 あ 2010

栄養 室 開室 以来 形 変え 栄養 腔 組

い  
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( )取 組みの背景 経緯 

2004 4 NST 稼働 い 病院 NST 活動 NST 回診

ョン 実施や入院患者全 主観的栄養評価 実施 NST 入 必要性 ン

い 後 2007 認定教育施設 認定 2010 7 栄養 室開室

目的 診療報酬 NST 算 得 あ 開室時 専従 護師 あ 中

悦子 護師 NST 入症例 調査 結果 46％ 誤嚥性肺炎 認 原因

腔 備 長期 食 情報共 備 考え 当時 摂食嚥

病院 後 組 提案 結果 歯科衛生士 用 専門的 腔

嚥 機能評価 実施 科歯科連携 強 食形態 作 摂食嚥 腔 委員会

設置 組  

 

(ウ)取 組み内容 

立 島病院 組 目標 最後 食 歩い 入院 患者 歩い 院

あ 入院 場 入院時 栄養第 1 ン 行わ 患者 主観的栄養評

価 実施 腔機能 把握 い ン 嚥 機能 問 あ 場 言

語聴覚士 連絡 嚥 機能評価 必要性 検討 腔 問 あ 場

病院 用 い 歯科衛生士 連絡  

特筆 多 入用紙 様式統一 行 あ 栄養 1 ン

栄養管理計 書 摂食 嚥 機能 用紙 摂食 嚥 機能総 評価用紙 腔

ン 表 入時栄養評価表 栄養情報提供書 摂食機能療法計 書 実施 録表等

作 担当 護師以 専門職 一用紙 入 い 一覧

可能 い 特 入時栄養評価表 い 護部 栄養 室 検査

部 主 一枚 用紙 入 経 や各専門職 所見 一覧 う

い 能 脳卒中地域連携協議会 作 栄養情報提供用紙 雛形

栄養情報提供書 神奈 組 参考 島病院独自 作  

地域全体 関 組 島地域 食形態 作 挙

転院や施設入所時 食形態 混乱 防 目的 後述 能 食形態

あ 地域 薬局 連携 行 腔 必要物品

患者 購入 う必要 あ 地域 薬局や 商品 置い う

宅 可能  

 

(エ)今後の展望等 

立 島病院 組 要因 必要性 ョン 歯科

腔 科専門 協力 見え 関 行政 援 挙  

一 目 必要性 ョン 島 い 高齢者や急性期 患者

入院 病院 立 島病院 あ 腔 栄養 自 組 開始

誰 担い手 い いう状況 あ 踏 え 組 実施

果 出 院 ョン 昇 組 可能
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目 歯科 腔 科専門 協力 い 歯科 診療科 持 い 病院

可能 組 いえ 立 島病院 歯科 持 い 地域 歯科 連携体制 構築

い 入院患者 歯科 い 場 当 歯科 病院 往診 来

う 仮 往診 困難 場 や い い場 提携 い 歯科 師 往

診 頼 療 実施 う 歯科 い 地域 歯科 連携体制 構築 病院

中 入 う いう 結果的 地域 連携 強 え 腔

科専門 往診協力 得 院 VE VF 検査実施 可能 組

要因 大 い  

目 見え 関 地方 抱え 課 前向 捉え あ 唯一 急性期

病院 あ 以 入院 必要性 あ 高齢者 立 島病院 経 施設 家族 元 戻

い 護専門職や地域 療専門職 護 携わ 家族 見え 関 築 可

能 結果 院 ン ン 時 護職 参 求 情報共 行う等一

療 提供 可能 あ 能 NST 研究会 世 人 地域 療

開催 地域資源 把握 共 地域 共通認識 や共 体制 整

え 可能 最後 行政 援 島 組 あ 現 島

回 歯科衛生士 腔 無料 業 展開 い 業

入院時や 腔 入 決定 前 段 歯科専門職 入

配食 象者 見 兼 確認 行 い

食 食 日々確認 食欲 振や食 等 腔 栄養 必

要性 あ 高齢者 ン 機能 果 い  

後 展望 護師 う 役割 果 い いう課 あ 多 専

門職 協力 中 護師 う 専門性 揮 栄養 担 い

いう い 現 検討中 いう 宅 支援 い 後 展

望 生活期 入 場 多 業 行わ い 護職 院 入 い

栄養管理 恒常的 入 求 難 専門職 い家族 求

困難 あ 生活形態 応 支援体制 確立 必要 あ 病院 課

病院 行 い 組 診療報酬 繋 い あ NST 回診 再開

診療報酬 算 得 関 専門職 院 用 創出 繋 い 考え い  

 



 33

 金沢地域 

1) 金沢在宅 NST 経口摂取相談会 小川医院  

( )基本情報 

組 実施

主体  

金沢 宅 NST 経 摂 相談会参 者 

組 施設

業所概要 

代表世 人 滋彦 院院長  

局手塚波子 院管理栄養士  経 摂 相談会 

中心職種 師 

連携職種 歯科 師 護師 保健師 歯科衛生士 管理栄養士 言語聴覚士 理学療法

士 作業療法士 護支援専門員 社会福祉士 

地域 石 金沢  

 

金沢 宅 NST 経 摂 相談会 金沢地 病院 宅 栄養管理 多職種

療 宅 NST 推 病院 療 宅 療 目的

い 現 金沢 宅 NST 経 摂 相談会 一 開催 学 実践 場 提供

い  

 

( )取 組みの背景 経緯 

金沢 宅 NST 経 摂 相談会 2004 9 院 滋彦院長 代表世 人 足

民間企業 援 足 会 あ 当初 胃 う NST 研究 主目的

い ン 師 人脈 興味 人 自 的 参

認 団体 行政職 3 含 50 以 多職種 勉強会 始 部

栄養評価 栄養管理等四 ワ ン 形 2014 現 い

経 摂 相談会 あ 後会 検討 容 大 宅 NST 全般 経 摂 胃

う 含 検討 会 い 現 特定 団体 援 い

い  

経 摂 相談会 2005 6 活動 開始 活動当初 師 歯科 師 言語聴覚士

管理栄養士 歯科衛生士 5 職種 構 11 あ 現 構

ン 38 職種 11 種 多岐 渡  

 

(ウ)取 組み内容 

金沢 宅 NST 経 摂 相談会 一 経 摂 相談会 開催 い 例評

価 行い 実 入方針 決定  

例検討 局等 依頼 始 局や会参 者 協力 元 相談

踏 え 主 依頼書 嚥 担当 了解 訪問評価 意書 提出 必要

後 経 摂 相談会 経 摂 入

回答 返 訪問日程や ン 調整 訪問評価 行う  

訪問評価 い 複数職種 行 経 摂 入検討 活用
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う 会 部 様式統一 入職種 定 い あ 経 摂

師 理学療法士 作業療法士 言語聴覚士 歯科 師 管理栄養士

構 い 訪問評価 い 各専門職 職域 当 評価 実施

評価風 映像 回 検討会 資料 訪問評価後 会 入方針 検討

決定  

検討会 報告 計 回行わ 一回目 例紹 的 情報 担当

部 日々 生活状況 関 容 元 訪問日程 担当者 決定 回目 訪問評価

共 検討 訪問評価 映像 活用 共 入方針

い 検討 回目 応 い 報告 応方法 容や指 形態等 い 共

現 例 36 例 増え 後  

経 摂 い 初期 入 部 多 一般

的 情報 比率 高 入方針検討 活用 現 使用 い 専門職 入部

多 入職種 多岐 渡 容 改訂  

 

(エ)今後の展望等 

院長 金沢 宅 NST 経 摂 相談会 要因 目標 共 場 提

供 析 い 目標 共 い 会 参 者 食 何

いう意識 共 共 専門職 留 患者 人や 護 行う家族 含

皆 意識 共 ョン 昇 繋 日々 ョン

置 変 率 格段 昇 専門職 い 意

識 共 自 役割や職域 置 明確 や ョン 昇 繋

い  

場 提供 会 性格 大 い 金沢 宅 NST 経 摂 相

談会 完全 ン 運営 あ 患者宅 訪問評価行う等 決 担

い 参 者 ョン 源泉 患者 役 立 い 新 い知識 習得

い いう思い あ 前提 会 う 院長

指摘 実 訪問評価 実施 生 患者 触 自 入方針 検討

い 実践 場 提供 い 会 要因 析 病院勤 者

宅訪問者 両方 参 い 交流 場 機能 果 い 互い 持 い

知識 共 場 提供 会 参 ン ン え い 更

活動 い 人 知 う いう機能 果 い 多 場 地域 活動 専門職

講演会等 知 う機会 あ 実 金沢 腔 や 食 関 組

い 人 知 う機会 い 会 ワ 強 役割 果 い

 

後 展望 相談会 強 い 考え い 例 蓄積 あ 一方

少 い 意識 局 あ 後 確立 表面 い い

掘 起 中 い 予定 あ ョン関 職 足

地域 活動可能 あ 伝え い 考え い 更 宅 NST 胃

う 意義 い 面 再検討 検討 い  
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 総括 

石 組 特 様式 統一 多職種 入 連携 挙 多

書類 様式統一 行う 病院 超え 連携や一 療 提供 可能 い

多職種 時 入 実施 職種 専門的知見 活 入計 立案 可能

い  

一方 後 課 地域 非 療施設 信 挙 護職や患者家族等生

活期 患者 支援 人々 情報共 伝 後 課 NST

いう枠組 腔 や摂食嚥 組 い 地域以 経 摂 以 栄養摂

方法 い 検討 必要性 認識 い 象 胃 う 長所や静脈摂 経鼻経

管栄養 課 等 栄養 いう観 問 意識 地域全体 特 いえ う  
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当地域に け 食支援ネットワ クの形成過程 能登地域  

 

 

食力の会 

 

能登 N T 研究会 

管理栄養士 

連携 

臨床検査技師 

歯科医師 

活動初期 きっ け  

ネットワ ク形成期  

現在の体制  

 

能登脳卒中地域

連携協議会 

金沢在宅 N T 経口摂取相談会 

能登 

食形態

マップ 

 

能登 N T 研究会 

 

能登脳卒中 

地域連携協議会 

能登地域 9 病院 

脳卒中地域連携ク テ カ パス 

 

能登 N T 研究会 

能登地域 9 病院 

小川医院 

経口摂取相談会 

能登地域 9 病院 

  

活
動
初
期 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
期 

現
在
の
体
制 
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当地域に ける食支援ネットワー の形成過程 金沢地域  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金沢在宅 NST 経口摂取相談会 

 

  
  

胃ろうに関する研究会 

活動初期 きっ け  

ネットワー 形成期  

金沢在宅 NST 経口摂取相談会  

小川医院 

管理栄養士 

作業療法士 

理学療法士 

看護師 

言語聴覚士 

医師 

歯科衛生士 

歯科医師 

経口摂取相談会 小川 院 

保健師 

アマネジャー 

社会福祉士 

管理栄養士 

訪問看護師 

薬剤師 看護師 

言語聴覚士 

医師 

歯科衛生士 

歯科医師 保健師 

介護福祉士 

 ワーキン ループ 

企業 
小川医院 

医師 管理栄養士 

管理栄養士 医師 

管理栄養士 医師 

個人単位での参加者  

活
動
初
期 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
期 
金
沢
在
宅N

T

経
口
摂
取
相
談
会 
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事例 ．京滋摂食 嚥下を考え 会 京都府 滋賀  

 

． 京滋地域：京滋摂食 嚥下を考え 会ほ  

 

専門職活用 共通言語  

職種 施設 機関 異 い 食支援 組 言語 多職種協働 統一

広域 規格 実現 例 食支援 統一言語 留 摂食 嚥 組

標準 関 機関 協働 大 異 知見 積極的 入 食支援 地

域 活動 展 い 例  

 

京滋地域 人的資源 足以 摂食嚥 支援 関 情報共 出来 い い

大 問 い 職種 施設 組 行わ 相互 補

完 い いう考え方 足 い う 構造 療 護等従 者 地域

資源 足 実態以 誤認 要因 い 多職種協働 職種間 施設間 統一的

準 摂食 嚥 標準 広域的 解決 う い 例  

 

 基本情報 

組 実施主

体  

京滋摂食 嚥 考え 会 

組 施設

業所概要 

愛生会山科病院 京都府 京都 京都府 師会 京都府歯科 師会 地

域歯科 師会 地域歯科衛生士会 京都府栄養士会 京都府言語聴覚士会

京都府 護協会 京都府会議支援専門員会 勉強会 参 専門職 

中心職種  師 歯科 師 薬剤師 歯科衛生士 管理栄養士 言語聴覚士 作業療

法士 理学療法士 護師  

地域 京都府 滋賀  

 

京滋地域 摂食嚥 支援活動 2008 活動 開始 京都府 腔 ン

出 京滋摂食 嚥 考え 会 2010 山科地域 愛 ョン 2011

活動 組 わ 組 行わ い  

各活動 京都 山科 愛生会山科病院 科 荒金英樹 師 診療 中 患者 自

宅 地域 後 十 腔 や嚥 機能 関 支援 う 体

制 組 必要 検討 地域 志 募 形 立 展 組

あ  

各 組 実施圏域 あ  

 

京都府 腔 ン  

京都府 師会 歯科衛生士会 運営 府 一 活動 京都 山科 部組織 山科

腔 ン 連携  
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京滋摂食 嚥 考え 会  

京都府 滋賀 広域 ン 構 府 各地 連携 支援 目的

い  

山科地域 愛 ョン  

京都 山科 中心 山科 師会 歯科 師会 歯科衛生士会 京都府栄養士会 京都府薬剤師

会山科支部 協力 設立  

 

 取 組みの背景 経緯 

愛生会山科病院 NST 活動自体 2002 頃 開始 い 現 地域連携 組

2008 開始 京都府 腔 ン 業 契機 始  

愛生会山科病院 2005～2006 頃 独自 作 食欲 振者 ン

従い 腔環境 支援 象者 拾い 行 程 歯科 腔

必要性 認識 愛生会山科病院 歯科 い 近隣 歯科 院 連携 い

一方 入院患者 院後 宅 施設入所時 歯科 情報連携 途 いう実

態 あ  

う 実態 京都 京 地域歯科委員会 歯科衛生会 運営

い 腔 ン 着目 地域歯科 師会 働 山科 腔

ン 設立 地域 歯科 連携 入院中

宅 護施設 目 い歯科 療 腔 可能 府歯科 師

会主 京都府 腔 ン 設立  

活動 院 護師 試行錯誤 繰 返 い 腔

専門家 あ 歯科衛生士 入 う 腔 質 向 共

護師 職 専念 可能 等 多職種連携 効果 実感 う 組 地域

広 い 程 歯科 師会 歯科衛生士等 構築 い  

京都府 腔 ン 業 始 程 わ 多職種間 人的

ワ 職能団体 行政機関 関 性 礎 京滋摂食 嚥 考え 会

山科地域 愛 ョン等 活動 展 大 行  

 

 取 組み内容 

(ア)京滋摂食 嚥下を考え 会 

勉強会 体制 確立  

京都府 腔 ン 立 咀嚼機能 関 体制 目処

摂食 嚥 関 課 解決 乗 出 体的 山科病院管理栄養士 嚥

調整食 見直 行う 程 周辺地域 実態把握 目的 2009 嚥 調整食 実態調査

実施 結果 多 施設 嚥 調整食 入 い 独自 準 多

一 準 用 い 施設間 食 形態 性状 称 異 標準 必要性 感

あ  

実態調査 結果 い 摂食嚥 支援 関 専門職 師 歯科 師 護師 歯

科衛生士 管理栄養士 言語聴覚士 理学療法士 作業療法士 等
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課 検討 実施 専門職 世 人 様 問 意識 持 関 者 募 広域

京都 滋賀  

各地域 規模 あ 勉強会 い う 各 療圏 満 多

職種 参 う留意 世 人 各地 募 地域 療資源 十 活用

可能 限 多 職種 当初 参 う 心 仲 良い人々 活動

立関 生 い 地域 広 い う

懸念 あ  

 

嚥 食 準 摂食嚥 連絡票 作  

多職種 嚥 調整食 準 検討 行わ 嚥 調整食 各職種

各施設 工 凝 い 準あ い 標準 尺 異

連携や情報交換 難 い状況 あ 統一 準 嚥 食 準 共通連

絡票 摂食嚥 連絡票 作 う いう  

嚥 食 準 摂食嚥 連絡票 作 あ 府 職能団体 連携 企 嚥 調

整食 摂食嚥 連絡票 容 い 各職能団体 調整 実施 ン 多職種

あ 奏 各職能団体 並行 調整 可能 摂食嚥 連絡票 府 師会

関心 示 簡易版 会員 配 師会 職能団体 調整 各職種

研 摂食 嚥 機能 関 容 研 盛 込 状況 見

う い  

嚥 食 準 摂食嚥 連絡票 最終的 京都府 師会 栄養士会 護協会 歯科衛生士

会 言語聴覚士会 護支援専門員会 支援 京都府 統一 準 認 得

京都府 い 各種連携 摂食嚥 連絡票 入 行政 連携

あ 明示的 効果 い 統一 準 確立 配食等

業者 い 施設 労力 減 業 効率 い 可能性 あ  

 

嚥 食  

多職種 勉強会 結果 多 職種 参 う 調理師 参 契機

療関 職種以 職業人 参 得 現 和菓子職人 京菓子 老舗

方々 協働 立 職人 専門知識 例： 処理 番

料 性状 異 う 等 入 食 喜 実感 嚥 調整食 嚥

食 組 い 各 職人 方々 共 京料理 管理栄養士 調理師

関 京 茶 言語聴覚士 関 京 和菓子 言語聴覚士 管理栄養士 歯科衛生士

関 嚥 調整食 開 い  

 

護食器  

 嚥 調整食 開 い 京都 伝統文 入 実現 あ 中 食

わ い器 嚥 調整食 食 や い器 あ 良い い 着想 京漆器

職人 作業療法士 協働 清水焼 京漆器 護食器開 開始 い  

 以 う 京都 ン 活用 や職人 活動 わ う 露出
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機会 増え 摂食嚥 支援 関心 喚起 いう効果 あ 実 京滋摂食 嚥 考

え 会 多 企業 後援 得 等 活動 新 機会 得 出来 う

い  

 

(イ)山科地域ケア愛ステ ション 

京都府 腔 ン 京滋摂食 嚥 考え 会 至 組 中

作 摂食嚥 連絡票 京都府 標準 認証 連絡票

皿 訪問管理栄養士 訪問薬剤師 活躍出来 う 目的 設立

以 訪問管理栄養士 活用 示  

 支援 象者 必要 応 栄養士会 管理栄養士 紹 管理栄養士 支援 象者 居

所 訪問 摂食嚥 支援 実施 訪問管理栄養士 護保険 居宅療養管理指

数 報酬 領  

 現 山科病院 訪問栄養士 仮 用 労働契約 護報酬 請求 実施

ン無 数相当 訪問管理栄養士 報酬 支払 い 居宅療養管理指 指

示書 当 支援 象者 主 載 い  

 現 訪問栄養士 ワ 京都 連携 組 い ほ 地域

力 借 利用者 透 い 人脈形 得意 方

う い方 使え 護資源 差 見 場 あ 差 埋 い

う 支援 い 志 増や い 必要 異動 多

的 連携 難 い面 あ 積極的 連携 研 会等 実施 い 予定 あ  

 

 今後の展望 

管理栄養士 薬剤師等 い 山科地域 愛 ョン 稼動 宅訪問 体制

整備 あ 言語聴覚士 作業療法士 理学療法士等 職 宅派遣 課

い 特 管理栄養士 困難 生 場 嚥 機能 観 言語聴覚士

連携 要 局面 あ 訪問 ョン等 需要 大幅 増 あ

人的資源 足感 認  

行政 連携 あ 方 課 京都府 京都 行政 問 え 多職種 活動 あ

ゆえ 行政側 所管部局 定 ョン 十 いう課

い 特 京都府 部 い 傾向 強い 一方 長岡京 乙訓地 行

政 連携 滑 行わ い 地域 あ 首長 ン 連携模索

地域 方法 検討 い 必要 考え  

う 課 認識 い 習 的 想 捨 問 解決 う

い いう建設的 考え方 組 姿勢 後 堅持 職種間 敷

居 乗 越え 地域 資源 沿 体的 連携体制 あ 方 地域 人々 考え い いう

組 い 各専門職 あ 摂食 嚥 専門知識 相 的 乏 い 師

各職種間 調整役 意義 献 出来 可能性 高い 専門家 団 専門性 追求 あ

専門 師 療 護関 者 生 や 地域連携 阻害

要因 可能性 あ う 等 意見 い 要 考
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え 引 職種 問わ 幅広い人 連携 い 療 護 活

動 留 地域 活性 京都 ン 信 参 ン 楽 出来

留意 活動 ゆ  
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当地域 け 食支援ネットワ クの形成過程  

 

 

 

 

 

 

 

 

京滋摂食 嚥下を考え 会 

医師 開業歯科医師 

自身の患者の口腔ケア 関す 相談 都度依頼  

管理栄養士 

作業療法士 

理学療法士 

護師 

言語聴覚士 

京都市 

歯科医師会 

山科病院 

活動初期 きっ け  

ネットワ ク形成期  

京滋摂食 嚥下を考え 会  

施設 と 医療機関 と 異 取 組み 

規格化 てい い嚥下調整職 

医師 

歯科衛生士 

歯科医師 

 

摂食嚥下

連絡票 

各地域の勉強会 取 組み 各地域の勉強会 取 組み 各地域の勉強会 取 組み 

管理栄養士 

作業療法士 

理学療法士 

護師 

言語聴覚士 

医師 

歯科衛生士 

歯科医師 

摂食嚥下

連絡票 

京都府 

新
た
な
取
り
組
み
の
企
画 

医師会 

歯科衛生士会 

薬剤師会 

栄養士会 

京都府口腔サポ ン  山科地域 ア愛 テ ション 

活
動
初
期 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
期 

京
滋
摂
食

・
嚥
下
を
考
え
る
会 
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事例６．摂食 嚥下障害認定 護師を中心とした活動 和歌山 和歌山市  

 

６． 和歌山 地域事例： 紀州リハビリケア訪問 護ステ ション  

 

訪問 護 テ ョン 核 った した食支援  

当地域 訪問 護 テ ョン 中心 医師 耳鼻咽喉科 連携し 嚥下往診 を

っ け した 性をもった多職種 食支援を展開し い こ 取 組み 現行 介護

保険制度 を利用し コ ト面 い も 性 担保さ た取 組み あ  

 

当地域 訪問 護 テ ョン 中心 医師 耳鼻咽喉科 や複数 職種 連携し

摂食嚥下機能評価を行っ い 通常 生活 場 在宅 評価を行い 摂食嚥下支援 取 組

みを行っ い  

 

１  基本情報 

取 組み 実施主

体  

紀州リ ビリケア訪問 護 テ ョン 

取 組み施設 事業

所概要 

紀州リ ビリケア訪問 護 テ ョン 

さ い耳鼻咽喉科クリニック 

中心職種 作業療法士 訪問 護師 摂食 嚥下認定 護師    

連携職種 医師 耳鼻咽喉科 理学療法士 言語聴覚士 護職員 管理栄養士

ケアマネ ャ  等 

地域  和歌山 和歌山市 海南市 

 

紀州リ ビリケア訪問 護 テ ョン 耳鼻咽喉科医 連携した嚥下往診 児 訪問

護 リ 特徴的 取 組みを実施し い 作業療法士 あ 寺本氏 5 年前 株式会

社を設立し テ ョンを開設し 2 年前 摂食嚥下認定 護師 寅本氏 参加し い

職員体制も 常勤 護師 6 PT 5 OT4 あ 非常勤職員 も PT2 OT2

ST2 を抱え リ ビリ専門職 多く在籍し い 訪問 カ し い 領域 海沿

い側 10 キロ程度 あ そ 他 約 30 キロ四方 及ぶ  

中 も 在宅患者 摂食嚥下支援 係 取 組み し 嚥下往診 を 近隣 さ い耳鼻咽

喉科クリニック 連携し 護師やリ ビリ専門職も患者宅 行す 形式 実施し い 居

宅 ケアマネ ャ や近隣 病院 栄養士等 訪問 参加す 場合もあ 現在 訪問 護 利

用者 約 220 あ そ うち 1 割程度 摂食嚥下支援を必要 す 利用者 あ  

行政 摂食嚥下 関す 取 組み 特化した関与 い 難病 巡回指 を実施し 9 年

目 こ や 嚥下往診 取 組み 知 たこ もあ 多職種協 研修 際

講師依頼 多く っ い 和歌山市 政策委員 も就任し 地域ケア会議 多職

種連携事業等 も組織的 関与し い  
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従来 地域全体 摂食嚥 食支援等 特 あ わ い 研究会

組 紹 中 意識 高 う 感 い  

 

 取 組みの背景 経緯 

組 中心 あ 寺 氏 作業療法士 あ 卒後 ン 勤 い

地域 あ 宅療養生活 支援 院支援 労 経験 踏 え

休日 活用 院支援や訪問 護 ョン 訪問 行い 自 地域

体制 作 構想 温 い 当初 摂食嚥 支援 わ あ わ い

寺 氏 訪問 護 ョン 開設 以前 必要 患者 利用者

訪問 支援 い いう思い あ 実 一人 訪問 場 病院 異 自 断

求 家族 相談 乗 必要 あ 様々 知識 身 着 必要

性 痛感 要性 認識 護保険制 療

保険制 移 変わ 見 療 高い方 皿 宅 支援 部

い 感 い 護師 専門職 団 中心 訪問 自 起業

作 領域 い 考え 売 高 定常的

得 護保険等 高齢者 訪問 護 算 部 組 い い部

経営 ン 考え 実施 現 算 嚥 往診

う ョン 組 板 い  

現 嚥 往診 連携 い い耳鼻咽喉科 酒 師 以前寺 氏

病院 勤 い 寺 氏 紀 訪問 護 ョン 開設後嚥 往診

構築 酒 師 病院 勤 い NST 組 往診

参 い 後 設立 後 ョン 連携 い  

 

 取 組み内容 

嚥 往診 火曜日 午後 実施 い 往診 概 3～4 人 行い 師

護師 え 場 栄養士 宅療養支援

声 実 患者宅 現 摂 い 食 形態や姿勢 い

師 VE 行い 各々 職種 自 所見 う 全員参 多角的 評価 行う 診

断 部 師 食 形態や 方法 護師 車い 姿勢保持等 行う

評価 段 全員 う 嚥 往診 嚥 機能 評価

多職種 あ 後 連携 ン ン 場 要 役割 果

い 家族 中心 担当 等 支援 や主 一緒 参

患者家族 好評 あ 現行 制 う 活用 嚥 評価

嚥 訓練 いえ  
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摂食嚥 支援 組 以  

 

 

 

 的 居宅 通 嚥 往診依頼 前評価 行い 嚥 往診

必要 場 い耳鼻咽喉科 訪問日程 調整

共 嚥 往診日程 護師 調整 両者 共

い 職種 調整 護師 行 い 利用者

い 場 師 調整 訪問 行う 歯科 師 連携 あ

い い 酒 師 知人 歯科 嚥 関 義歯 相談や

あ 行訪問 い 複数人 訪問 前評価 嚥 往診 必要

う 断 初回評価 あ 後 ン 作 的 訪問 再評価 行う

再評価 ン 患者 異 1 回 半 1 回 1 回 様々 あ  

 既 訪問 護 ョン 訪問 い 利用者 い 例え 4 日 う

1 日 紀 訪問 護 ョン 訪問 指示書 出

う 工 い  

 開始当初 嚥 往診 参考 戸惑う面 あ 現 う

い 地域 組 透 あ 士

や 訪問 護 ョン 連携 う  

 嚥 往診 利 療機関 生活 場 検査 評価 あ 耳鼻科

椅子 自宅 椅子や 硬 姿勢 状況 段食 い 食 評価

大変 要 あ 問 あ 場 食形態や姿勢保持 指 専

門家 複数い 評価 精 高 い  
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 摂食嚥 支援 師や 護師 や栄養士 ン ン 師 多 職種

関わ い いう認識 あ 宅 実施 う

多職種 連携体制 構築 う いう あ 病院 あ 院 連携 可能

あ 宅 行う場 師 訪問 護 栄養士 連携体制 構築 必要 あ 協

働 意義 共 大 あ  

 組 要因 地域 え 生活 場 う 多職種 関わ

互い 役割 尊 連携 要性 ン 共 い いう

考え 病院 中心 組 生活 場 視 う 抜 落 う

生活 場 多職種 協働 嚥 往診 摂食嚥 支援 い 必要 可

あ  

 

 後の課題 

嚥 往診 効果 評価 後 課 あ 現 効果 定 い い

満足 評価や健康状態 VAS 評価 数値 指標 評価 必要性 感

組 あ あ 実 嚥 状態 改善 人 既 FIM や藤島

数 変 現 い 多い 一方 一回 食 要 時間 60

30 減少 家族 1 時間 い 15 済 う 食 中

回数 15 回 1 回 激減 効果 多 症例 い ン

嚥 往診 組 評価 行い 信 い 組 い 必要

可 考え い  
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当地域に け 食支援ネットワ クの形成過程  

 

 

  

 

作業療法士 

嚥下往診の仕組みを検討 

活動初期 きっ け  

訪問 護 テ ョンを中心 した取 組み  

医療機関 

研修会、講演会、書
籍等、積極的に取
組みを発信 

耳鼻咽喉科医 

地

域

資

源

ネットワ ク形成期  

 
作業療法士 

訪問 護 テ ョンを設立、 

嚥下往診を開始 

訪問 護 テ ョン 

 耳鼻咽喉科医 

理学療法士 

訪問 護師 

耳鼻咽喉科クリニック 

作業療法士 

紀州リハビリケア 

訪問 護 テ ョン 

理学療法士 

摂食嚥下 

認定 護師 

訪問 護師 

言語聴覚士 

  
耳鼻咽喉科医 

耳鼻咽喉科クリニック 

在宅療養支援診療所

ケアマネ ャ  

護職員 

嚥下前評価⇒嚥下往診を 

チ ム 実施 

訪問 護師 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成 

 

後
方
支
援
病
院 

活
動
初
期 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
期 

現
在
の
取
り
組
み
状
況 
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事例７．歯科医院を中心とした活動 鹿児島県鹿児島市  

 

７． 鹿児島市 おけ 摂食嚥下支援事例 仁慈会太田歯科医院  

 

地域機関連携 摂食嚥 支援  

鹿児島 開業歯科 院 摂食嚥 支援 例 開業歯科 院 経営 立

益性 あ 業 構 訪問歯科診療 人的資源 確保

近隣 療機関 ほ 大学 研究者等 支援 宅 施設入所者 病院入院患者

積極的 訪問歯科診療 展開 い  

 

鹿児島 開業歯科 院 摂食嚥 支援 例 開業歯科 院 経営 立

益性 あ 業 構 訪問歯科診療 人的資源 確保 近

隣 療機関 ほ 大学 研究者等 支援 宅 施設入所者 病院入院患者

積極的 訪問歯科診療 展開 い  

 

 基本情報 

組 実施主

体  

歯科 院 

組 施設

業所概要 

後方支援病院 宅 療提供 療機関 大学病院 開業 耳鼻咽喉科  

中心職種  歯科 師 歯科衛生士 

地域 鹿児島 鹿児島  

 

鹿児島 開業歯科 あ 歯科 院 院訪問歯科診療 ン 地

域 宅 療機関入院患者 護施設等入所者 摂食嚥 支援 組 例  

歯科 院訪問歯科診療 ン 中心 地域 宅 あ 宅 療

科 後方支援病院 病院 院 病院間支援 担う 人

病院 宅 活動 管理栄養士 育 担う 厚生連病院 連携 地域 摂食嚥

支援 あ い 18 頃 歯科 院 訪問歯科診療 力 入 始 徐々 連携

関 大 い  

術的 専門的観 大阪大学歯学部 腔機能 療部 原 司 長

一 支援 科歯科 宅回診 行 臨床経験 深 い  

地域 連携 い 約 3 前 立 鹿児島 療 護塾 大 影響 え

い 塾 歯科 院 院長 多様 職種 互い 関 意見 交わ 場

作 い 考え 立 会 あ 職種 超え 社会保 関 自立的 勉強

い う いう趣 持 社会保 研究会 体 あ 現 Facebook

ョン 一回 例会 実施 い 会員数 約 130 ほ あ  
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 取 組みの背景 経緯 

予防歯科 訪問歯科診療  

歯科 院 院長 開業以来 院 予防歯科 力 入 い あ 歯科 師

所詮院 予防歯科 通院可能 間 通院 患者 診療

体制 作 う 指摘 訪問歯科診療  

訪問歯科診療 開始 歯科 院経営 大 決断 要 院 診療 益確保

並行 組 置 あ 訪問歯科診療 実施

院 診療 行う勤 歯科 師 確保 必須条件 あ  

 

訪問歯科診療 実 摂食嚥 支援  

 院長 訪問歯科診療 開始後 菊谷武氏 日 歯科大学教授 講演会 嚥

視鏡 VE 用い 診療 関心 持 前述 原氏 理 勤 NPO 法人摂食 護支援

DHP 出席 う  

 原氏 知識 術 目 当 院 摂食嚥 支援 関心 持 う

い 並行 摂食嚥 支援 関心 持 人 用 う

い 地域 出 支援 行 い 必要 あ 組 あ や

う 組 面白い 意義 あ 感 人 確保 要 あ

人 確保 実現 組 支え  

 

地域資源 確保 実  

組 開始時 最 足 い 地域資源 訪問歯科診療 行う歯科 師 あ

訪問歯科診療当初 人的資源 院長 訪問診療 出 い 間 院 診療 引 勤 歯科

師 共 訪問歯科診療 立 歯科衛生士 あ 訪問歯科診療 資源

配 伴 院経営 悪 中 院長 志 共感 活動 支え 術的側

面 前述 原歯科 師 支援 大 地元鹿児島 宅専門 あ 宅 療

中 一司 師 2 1 科歯科嚥 歯科 宅回診 歯科 連携

実施  
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組 連携先 関 構築 協力関 う 状況 あ  

 

連携先 連携内容 

宅 療 
歯科 院 定期的 院 ン ン 参

訪問 護師 薬剤師 連携 深  

後方支援病院 

ョン科 ン ン 歯科 院

回参 連携体制 構築 回復期

嚥 ョン い 知見 深  

大学病院 

鹿児島大学歯学部 腔 科 非常勤講師 派遣

開業歯科 院 応困難 い

得  

耳鼻咽喉科  
耳鼻咽喉科 嚥 視鏡 器質的疾患 疑わ

症例 い 像診断 い  

 

腔 行い 誤嚥性肺炎 減 患者 QOL 維持 い 要 考

え 歯科 師 歯 疾患 出来 療機関 理解

え う 歯科 腔 効果 実感 え う定期的 訪問回診 結果

徐々 患者 増え い 訪問歯科診療 師 担 軽減 療機関側

訪問歯科診療 効果 実感 あ 考え  

 

 取 組み内容 

 鹿児島 摂食嚥 支援 組 訪問歯科診療 担う 歯科 院 地域 療機関

護施設 連携 中 活動 展開 い  

活動 歯科 院 病院主 嚥 診断依頼 多数入

う 入院中 嚥 害患者 関わ 後施設や居宅 移行

嚥 関 状況 知 い 歯科 院 的 診療 増

院支援 う あ 特 胃 う造設 術前嚥 視鏡診断 依頼 多数

あ 要 胃 う造設 抑制 献 い  

宅主 嚥 診断依頼 増 地域 療養 い 間 病状 回復 経 摂

可能 方 摂食嚥 支援 行う 的 経 摂 再 可能 方 増え い
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鹿児島地域 摂食嚥 支援 至 一般的 流 う あ  

 

支援が必要 者の把握の方法  

連携関 あ 各機関 患者 主 護師 施設職員 支援 必要性 感

知 象者 抽出 訪問歯科診療  

 

 

 

嚥下機能評価の方法  

訪問歯科診療 嚥 視鏡検査 用い 機能評価 実施  

 

 

 

 

評価医 評価歯科医と主治医 主治歯科医、Ｎ 等の連携方法  

FAX 診療情報提供書 急 場 電 連携 実施  

主 宅 定期的 科歯科 嚥 回診 行い 主 嚥 評価歯科

患者 居所 行 診察 評価 実施  

 

 

訪問 リハビリ等の実施状況及び内容  

歯科 嚥 診断 行 後 以 い 両者 選択  

歯科 歯科衛生士 実施  

訪問 護 実施 

  

※VE 当初保険算定 出来 現 明確 指針 示 い い 科歯科 回診

保険 数 う 整理 い 課 あ 診療 算 い  

 

歯科 院 訪問歯科診療 開始当初 院長 衛生士 1 体制 実施 い 患者

増え 増え い あ 程 患者数 増 軽症者 症者

診療側 荷 あ 程 準 段 い 経営的

相応 忍耐 必要 業 大 来 い請求業 生

 

科 連携 報酬 科歯科連携 院経営 後 い

確 院長自身 訪問歯科診療 担当 い 算 い 一定 人的規模

持 組 い 主体 い 広 い あ 人 育 蓄

積 必要 方法 あ 留意 必要 あ  

歯科 院 組 訪問歯科診療 意義 効果 実感 え

優 人 確保 い 訪問歯科診療 実施 い 療機関

護師等 摂食嚥 支援 効果 実感 え 自立的 嚥 資格

得 向 動 始 等 活動 態 新 人 確保 能力開 契機

い  
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 今後の展望等 

従来型 来患者主体 歯科診療所経営 後 厳 い状況 向 う 考え 訪問

歯科診療や地域 摂食嚥 支援 関 診療所経営 側面 歯科 潜 的

あ 考え 実 近隣 歯科 歯科 院 訪問歯科診療

提供 求 声 い  

摂食嚥 支援 質 共 実 い 来 調 歯科 院 経営資源

多角 いう視 質 誤 一方 十 実力 経営 盤 持 歯科 師

訪問歯科診療 行う必要性 認識 え い いう ン あ 歯科 場

科 異 診療報酬 問 訪問歯科診療専門 立 困難 あ  

経営 組 地域 出 ゆ いう方法 現 歯科

院 多 歯科 師一 開業 中心 あ 来 訪問 両立 物理的 困難

多 見 鹿児島 実践 う 状況 改善 歯科

師 立場 い 示唆 得 い 体的 歯科 歯科連携 必要性 あ

地域中 歯科 療機関 必要性 示唆 い 科 見 う 訪問診療 専門

形態 歯科診療所 現行制 立 難 後方支援や必要 応 訪問歯科診療 行

いう 人的 経済的 余力 中 歯科 療機関 設置 地域 宅等 摂食嚥 支

援 実 用 意見 院長  
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当地域 おけ 食支援ネットワ クの形成過程  

 

歯科医師 院長  歯科衛生士 

太田歯科医院 

活動初期  

ネットワ ク形成期  

現在の体制  

 訪問歯科診療 

歯科医師 院長  
歯科医師 

訪問担当  

太田歯科医院 

 訪問歯科診療 

歯科衛生士 歯科医師 

 外来診療 

歯科医師 院長  
歯科医師 

訪問担当  

太田歯科医院 

歯科衛生士 歯科医師 

在宅医療 

後方支援病院 

機関 

大学病院 耳鼻咽喉科 

医院 

活
動
初
期 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
期 

現
在
の
体
制 
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Ⅱ．事例集の作成 

 

．事例集の作成 

 全国 摂食嚥 害 改善 食支援 組 先 的 積極的 い 地域 訪

問調査 踏 え 当 地域 例 食支援 や多職種連携 方策

例 作  

 例 作 当 摂食嚥 害 改善や食支援 関 い 者 者 想定

先 的 摂食嚥 害 改善 食支援 組 い 地域 例 紹 や関連

職種 整理 自地域 う 組 い 参考 う 例

 

 目 構 以 あ  

 

 

 

  例 作 背 目的 

  例 活用方法 

摂食嚥 支援先 地域 例 

  先 例 紹  

   組 例  気 陸 食 組 研究会 宮城 気  

組 例 新宿食支援研究会 東京都新宿  

組 例 山梨 ョン 考え 会 山梨   

組 例 能 NST 研究会/金沢 宅 NST 経 摂 相談会 石   

組 例 京滋摂食 嚥 考え 会 京都府 滋賀  

組 例 摂食 嚥 害認定 護師 中心 活動 和歌山 和歌山  

組 例 歯科 院 中心 活動 鹿児島 鹿児島  

  先 例 得 示唆 

摂食嚥 支援 方 

 地域資源 見え  

 摂食嚥 支援  

 書式類 

わ  
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．摂食嚥下フローチャートの作成 

 

 摂食嚥 支援 標準 作 作 当

委員会 議論 踏 え 宅療養者 摂食嚥 支援 念頭 置 各職種 関

い 関 性  

 作 以 あ  

 

 

 

 

 



摂食嚥下支援のプロセス フローチャート

必要 応 情報交換 必要 応 情報交換

訪問看護

緩和口 を含

基 く

口 内の評価 口 機能評価
基 く

在宅療養者歯科医師歯科衛生士 護職

初回訪問

摂食嚥 機能評価
基 く

評価 同行

栄養状態評価結果の照会
基 く

歯科治療

摂食 嚥 機能評価
基 く

生活 護 身体 護
調理
食事 助
口 等

口 、
摂食嚥 ビ テ ョン

基 く

薬剤師
管理栄養士
栄養士

理学療法士
作業療法士看護師医師

訪問薬剤
薬の管理
服薬の様子
錠形

訪問看護
口 摂食嚥 ビ を
含 基 く

初回評価同行

全身状態の評価 管理、摂食
嚥 機能評価、栄養評価
後の見通 方針決定

薬剤調整 処方

全身状態再評価

意思決定支援

栄養摂取方法の検討 等

基 く
歯科 入の検討

処方

口 内 口 機能再評価
緩和 の口
摂食嚥 ビ の再評価
再考

基 く

身体 護 生活 護
口 等

面接
初回訪問

ネ ャ

訪問 き 各職種の把握

訪問栄養指導
食形態
摂取 ンニン
調理指導
含

言語聴覚士

訪問 ビ
基 く

訪問 ビ 基

く の一部

家族

摂
食

向
け

A
D
L
向

け

の

ビ

意思決定

緩
和

後の生活 い の希望

ョニン
テ ン 等
記 関 指導

口 周囲 口 内の評価

口唇、口 周囲筋、歯、義歯、粘膜、咬合の観察

麻痺、強直、乾燥、炎症、唾液の性状、汚

う蝕、歯周病、口内炎、潰瘍

摂食嚥 機能評価
食事の様子 方法、内容等
発熱 肺炎既往 せ
口 機能、嚥 機能：舌の動き、口唇の動き、頬の動き、軟口蓋の動き等、痰のから 、嗄声、 せ、頸部 肩 手指の動き

構音

呼吸状態等

簡易テ 頸部聴診
食事姿勢

食事 助方法

食器等

口

方法、使用器具等の再考
問題点の確認
対応の確認 再検討

摂食 嚥 機能評価
Ｖ
Ｖ

Ｖ Ｖ 以外
水飲 テ 、 テ 等

口 摂食嚥 ビ テ ョン
摂食嚥 ビ の再評価 再考
口
歯科治療(う食治療、欠損歯の回復、義歯の調整、歯周病治
療、粘膜疾患の治療
口 内の清掃
義歯の清掃
ビ
口 周囲 口 内の ッサ 運動
発声 構音
呼吸 ビ
頚部 肩 手指の運動等

栄養状態評価
カロ 摂取量 必要量
Ｉ、 －Ｓ

食事内容
食事摂取量や食形態、血液検査の把握、身体計測値

食事の観察

覚醒状態のチェッ

姿勢 テ 、 の状態
食器、食具、 口量、ペ 、時間、食事量、内容、食形態等への 等
記 関 指導

摂食 嚥 機能評価

サ ビ 担当者会議
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．機能別職種一覧表の作成 

  

 摂食嚥 支援 わ 専門職 当 専門職 担う機能 い 検討 想定

専門職 師 歯科 師 護職員 ST OT PT 歯科衛生士 管理栄養士 護職員

あ 以 目 関 い 中心 関 主 関 関

関 い 段 機能 担表 作  

 

大 目 中 目 目 

予
防 

啓発活動 市民対象の講演会、セミナー の開催 

ア
セ
ス
メ
ン
ト 

原因疾患の診断 原因疾患 症状、神経学的 理学的評価  

歯科的評価 診断 口腔機能 咀嚼含む 病態の評価 

認知機能の評価 H）S-R、MMSE  

高次脳機能の評価 SPTA、VPTA、（AT、BIT、SLTA  

摂食嚥 機能の評価 

摂食嚥 行動の観察 把握 

摂食嚥 の関する主訴 ニ の把握 

呼吸機能、食事姿勢の評価 

肢運動機能、食具操作の評価 

リ ニン 検査の実施 判定 

詳細検査 VF、VE の実施 分析 

食物形態の評価 

口腔衛生の評価   

栄養評価   

治
療

・
訓
練 

摂食嚥下訓練の処方 訓練・指 の処方・指示 

原因疾患の治療 投薬、全般的リスク管理 

歯科治療 歯科的治療 口腔機能、歯、歯周病  

歯科補綴的治療 義歯、PAP・PLP 作成と調整 

認知機能 認知訓練 

高次脳機能障害 諸機能の回復訓練 

摂食嚥下機能 

   の回復訓練 

口腔器官の運動機能回復訓練 発声・構音機能含む  

基礎訓練 間接訓練  

摂食訓練 直接訓練  

呼吸訓練 

姿勢保持訓練 

手指機能回復訓練 

食具操作訓練と調整 
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大項目 中項目 項目 

口腔衛生・管理 
専門的口腔ケア 

日常的口腔ケア 義歯の清掃含む  

リスク管理 摂食嚥下にかかわるリスクの管理 

指
導

・
支
援 

栄養指導   

食形態の指導 調理指導 

摂食嚥下への指導 
摂食方法 一口量含む 、摂食姿勢、摂食介助、増粘剤の使用 関す

る指導 

連
携 

医
療
介
護

 

専門職間 施設間 情報共

 
書類 情報提供 報告書 施設情報  

ンフ ン  退院前 情報交換 

嚥 食 標準化   

帳票 統一化 評価用紙 報告書  

関連職種 知識 技術 向

 
講演会 開催 
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第 章 まとめ 

 

○訪問調査 示唆 

本研究 業 い 先進的 摂食嚥 支援 取 組 い ７ 地域 訪問 実施体

制や 組 構築 経緯等 い 調査 行 地域 取 組 状況 様々 あ 中

心 い 職種 多様 あ 地域 い 取 組 核 キ ソン

存在 そ キ ソン 中心 関連機関 職種 巻 込 形 ネットワ 化 進

展 い 参加職種 地域 規模や特性 療 護資源 状況 踏 え 地域資源 活用

取 組 行 い  

キ ソン 職種 様々 あ 回取 例 い 職種 役割 固定

化 い わ く 師 歯科 師 管理栄養士 作業療法士 様々 あ そ

キ ソン 中心 特定 人 口腔 実施 う く

キ 人 そ 広 必要 いう考え方 支援 必要 者 わ 職

種 口腔 キ 広く浸透 体制 構築 い 地域 多 一方 職種

実施 い あ 職種 業務内容 逸脱 い範 口

腔 食支援 観点 実施 い  

地域 食支援 必要 者 把握 う 食支援 行う プ 構築

食支援 う い 各職種 タイ ン

う 関 いく 認識 共 可能 い そ 地域 食支援

わ 職種 共通理解 得 う 標準化 実施 食支援 わ 非専

門職 あ 共通認識 持 う あ  

地域 い 取 組 外部発信 地域 広 い 外部発信

加え 内部 情報共 密 等 関係者間 情報共 進 結果的 取

組 性 担保 い  

 

○摂食嚥 支援 地域資源 見え 化 

地域 摂食嚥 支援 進 いく そ 地域 規模や ソ 特徴 う

明 必要 あ 地域資源 見え 化 あ 当地域 存在

い 専門職 所在や人数 把握 留 訪問診療 可能 専門職 ト化や 療

機関 護施設 食形態 把握等摂食嚥 関わ 全 資源 情報 集約 いう

地域資源 見え 化 取 組 地域 抱え 課題 明 く地域 可能

取 組 地域 目指 いくべ 取 組 方向性 明確  

開始時点 地域資源 明示化 取 組 一方 誰 相談可能 相談先 窓口 設置

要 あ 一般住民向 窓口 関連職種向 専門職相談先 双方 整備

望 い 相談窓口 機能 地域 情報 集約 地域 療 護資

源 ト化や 地域住民 感 い 課題や困 情報 析 可能 手元 あ

地域資源 細 窓口 来 相談 対 具体的 専門職 紹 う
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解決 近い提案 可能  

窓口 通 地域 専門職 ネットワ 化 コ ュ ション

勉強会等 主催 新 形成 ネットワ 強固 い

く 可能 ネットワ 強化 新 地域資源 紹 や積極的 参加 い

専門職 発掘等 以前 異 方向 参加や取 組 拡大 期待 取

組 最終的 摂食嚥 対応 職種 幅 広く 多様化 いく

考え  

 

○摂食嚥 支援プ 標準化 

摂食嚥 支援 プ 支援対象者 状態像 生活環境 療 護資源 状況資源 充

実度 多く 要因 異 特 地域資源 見え 化 程 当 支援対象者

居住 地域 い う 職種 う 専門性 基 く支援 可能 大

く異 予測 そ 地域 各職種 摂食嚥 支援 プ

果 う 役割 共 標準化 プ 検討 構築 いく 要  

 

○多職種協働 役割 担 

先進的 摂食嚥 支援 取 組 い 地域 各職種 自 職務領域 わ 支

援 行い 支援 者 広 いく活動 い 見 一方 職種

可能 業務 異 そ 範 逸脱 専門職 専門性 発揮 場面

プ回診や 検討会 討議 や 専門性 超え 普 的技能や役割

ップ 場面 必 全職種 関わ わ い 取 組 双方 う く ン

取 摂食嚥 機能改善 実施体制 構築 い  

 

○摂食嚥 支援 取 組 普及 向 推進方策 

う 取 組 推進 いく 多職種連携 視点 可欠 あ 多

職種 自 自 的 活動 必要 あ 例え 在宅関連職種 指示系統 見直

現在 指示書発行 組 見直  管理栄養士や歯科衛生士 訪問看護 テ ション

う 独立開業 組 構築 護サ 業所 配置基準 加算 報

酬評価 対象 考え  

食支援 テ ション 多職種協働 ソ 集約 一括化 多機

能 テ ション 構築 従来職種 い 目的 一 多職

種 連携 シ テ 構築 検討 必要 あ う  

摂食嚥 取 組 多く 職種 必要 あ 取 組 進 中 専門職間 ネッ

トワ 化 進 ひい 地域資源 可視化 地域包括 シ テ 構築

考え  
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参考資料              

 

 ン 票 
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○○○○地域 例 

摂食嚥 障害を有す 高齢者 地域支援体制 取 組 例 

地域 ア ン 聞 し い 柄 

 

基本情報 

取 組 実施圏域  

当該チ カ す 地域 程度 行政 分や 次 療圏を超え 等  

 

 

 

 

 

 

取 組 参画施設 業所等  

中心施設 協力パ連携施設 別 あ 等  

 

 

 

 

 

 

 

取 組 参画職種  

中心 職種 う 職種 等  

 

 

 

 

 

 

 

行政 保健所 職能団体等 協力 連携状況  
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取 組 開始 背景 経緯 

取 組 開始時期  

 

 

取 組 開始  

地域 う 現状やニ 活動 始 活動 必要性 気 い 誰

う 職種 立場 人 等  

 

 

 

 

 

 

取 組 開始時 地域資源 状況  

活動 必要 地域資源 不足 あ あ い う 資源 あ 活動を実現

等  

 

 

 

 

 

 

取 組 実施主体 動  

地域資源 把握や活動立 協力者 連携状況 う あ Ｎ を立

後 う 組織化し い 等  

 

 

 

 

 

 

 

 

現在 地域資源  

取 組 結果 し 充実し 地域資源 う 等  
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取 組 内容 

支援 必要 者 把握 方法 典型的  

 

 

 

 

 

嚥 機能評価 方法  

 

 

 

 

 

 

 

評価 評価歯科 主治 主治歯科 Ｎ 等 連携方法  

 

 

 

 

 

 

 

訪問 等 実施状況及び内容  

 

 

 

 

 

 

 

施設間 行政 保健所 職能団体等 連携状況及び内容  
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記 係 各職種 役割  

以 各職種 い 該当す 職種 方 活動 参画さ い 場合 う 役割を担 い

所属 等  

師 

 

 

 

歯科 師 

 

 

 

薬剤師 

 

 

 

看護師 保健師 

 

 

 

PT ⑥T ST 

 

 

 

歯科衛生士 

 

 

 

管理 養士 養士 

 

 

 

護士 護福祉士 

 

 

 

社会福祉士 

 

 

 

そ 他 
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取 組 成 ポイン 後 課題 

取 組 成 ポイン  

活動 成 要因や 取 組 参画 ン 最 大 し 柄 ブ イ

柄等 後地域 同様 取 組 を行う を考え い 専門職 方 向 意見 ア イ

等  

 

 

 

 

 

 

活動 充実 解決すべ 課題等  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ ア ン 参 委員所見 同行委員記入欄  

後 取 あ 当地域 取 組 例 い 特徴 長所 工夫点等 い 総括を

記載く さい  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以  
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